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無 料
2011年  夏季  第25号

本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル50階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4 -8 - 14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市東区西塚町325-1
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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〜
い
ま
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

が
ん
ば
ろ
う
!! 
省
エ
ネ 

夏
場
の
節
電
ノ
ウ
ハ
ウ

Sum
m
er 2011

６
０
０
０
万
㌔
㍗
、
東
北
電

力
管
内
で
は
１
４
８
０
万
㌔

㍗
。
想
定
通
り
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
、１
０
・
３
％
（
６

２
０
万
㌔
㍗
）、７
・
４
％（
１

１
０
万
㌔
㍗
）が
不
足
す
る
。

こ
れ
が
最
低
限
必
要
な
需
要

抑
制
率
に
な
る
。

　

今
回
、
需
要
抑
制
の
目
標

を
15
％
と
し
て
需
給
の
一
致

す
る
ラ
イ
ン
か
ら
余
裕
を
持

た
せ
た
理
由
は
、
余
震
な
ど

に
よ
っ
て
火
力
発
電
所
の
復

旧
が
遅
れ
た
り
再
被
災
す
る

可
能
性
、
老
朽
化
し
て
い
る

発
電
所
を
昼
夜
連
続
運
転
し

た
り
被
災
し
た
発
電
所
を
緊

急
復
旧
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る

場
合
に
は
、
大
規
模
停
電
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

５
月
13
日
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
今
夏
の
供
給
力
の
見
通

し
は
、
東
京
電
力
か
ら
東
北

電
力
へ
の
最
大
限
の
融
通
を

実
施
し
た
の
ち
、
東
京
電
力

で
５
３
８
０
万
㌔
㍗
（
７
月

末
）、
東
北
電
力
で
１
３
７

０
万
㌔
㍗
（
８
月
末
）
と
な

る
。
こ
れ
に
対
し
、
昨
年
並

み
の
ピ
ー
ク
を
に
ら
ん
だ
想

定
需
要
は
東
京
電
力
管
内
で

　

今
回
の
需
要
抑
制
で
特
に

重
要
な
の
は
、
電
力
使
用
の

ピ
ー
ク
（
㌔
㍗
：
ｋ
Ｗ
）
を

減
ら
す
こ
と
。
過
去
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
時
の
よ
う
な
電
力

使
用
の
総
量
（
㌔
㍗
時
：
ｋ

Ｗ
ｈ
）
を
抑
制
す
る
呼
び
掛

け
と
は
異
な
る
。
基
本
的
に

電
気
は
た
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
瞬
時
瞬
時
の
需

要
に
応
じ
た
供
給
を
す
る
必

要
が
あ
り
、
供
給
力
の
上
限

を
超
え
た
需
要
が
発
生
し
た

技
術
的
リ
ス
ク
、
電
力
融
通

が
不
調
を
き
た
す
可
能
性
な

ど
を
考
慮
し
た
た
め
。

　

契
約
電
力
５
０
０
㌔
㍗
以

上
の
大
口
需
要
家
に
つ
い
て

▼
電
気
事
業
法
第
27
条

　

適
正
な
電
気
事
業
の
運
営

方
法
な
ど
を
定
め
る
電
気
事

業
法
に
は
、
そ
の
第
27
条
に

電
気
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

の
条
文
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
電
気
の
供

給
不
足
が
国
民
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
公
共
の
利
害

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
、
事
態
を
克
服
す
る
た

め
の
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
電
力
会
社
か
ら
の
受
電

を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。

　

電
力
使
用
の
制
限
は
、
政

令
に
よ
っ
て
定
め
、
経
済
産

業
大
臣
が
行
う
。

は
電
気
事
業
法
第
27
条
の
活

用
を
具
体
的
に
示
し
た
５
月

25
日
の
発
表
に
よ
り
、
一
部

適
用
除
外
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
大
半
に
対
し
、
法
的
に

15
％
削
減
を
定
め
た
。
５
０

０
㌔
㍗
未
満
の
小
口
需
要
家

に
対
し
て
は
、
政
府
が
作
成

し
た
「
節
電
行
動
計
画
の
標

準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
の
活
用

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
告
知
し
て
い
く
。

　

需
要
抑
制
の
原
則
は
、
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
７
〜
９
月
の

平
日
９
〜
20
時
に
お
け
る
最

大
使
用
電
力
の
抑
制
。
計
画

停
電
は
実
施
し
な
い
状
態
を

維
持
で
き
る
よ
う
万
全
を
期

し
、
万
が
一
の
場
合
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
位
置

づ
け
た
。

を
求
め
た
り
、
巡
回
節
電
指

導
や
出
張
説
明
会
の
開
催
な

ど
を
通
し
て
節
電
の
呼
び
掛

け
を
進
め
る
。
電
力
会
社
が

小
口
需
要
家
か
ら
の
契
約
電

力
引
き
下
げ
に
速
や
か
に
対

応
す
る
よ
う
促
す
こ
と
も
政

府
の
取
り
組
み
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
。
ま
た
家
庭
に
対
し

て
は
「
家
庭
の
節
電
対
策
メ

ニ
ュ
ー
」
と
し
て
具
体
的
な

取
り
組
み
を
ま
と
め
、新
聞
、

今
夏
の
節
電
目
標　

一
律
15
％

大
口
・
小
口
・
家
庭 
東
京
電
力
、東
北
電
力
管
内

今夏の電力供給力の見通し

電
力
需
給
安
定
に
１
７
８
億
円

自
家
発
電
導
入
促
進
、
節
電
周
知
活
動
な
ど

第１次補正予算

衛
星
デ
ー
タ
利
用
の
炭
素
収
支
量
推
定
手
法
を
開
発

自
然
生
態
系
の
呼
吸
を
詳
細
分
析

国立環境研究所

　

３
月
11
日
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
東
京

電
力
管
内
で
は
、
約
１
０
０

０
万
㌔
㍗
の
供
給
力
不
足
が

発
生
し
た
。
需
要
量
が
供
給

力
を
上
回
り
、
電
力
系
統
全

体
が
不
安
定
と
な
っ
て
広
い

範
囲
に
わ
た
り
電
力
供
給
が

止
ま
る
大
規
模
停
電
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、

系
統
の
変
電
所
か
ら
給
電
さ

れ
る
需
要
家
群
ご
と
に
順
次

停
電
さ
せ
る
計
画
停
電
（
輪

番
停
電
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
東
電
設
立
以
来
初

の
事
態
で

も
あ
り
、

停
電
地
域

の
区
割
り

が
不
明
確
、
停
電
時
間
の
連

絡
が
直
前
、
交
通
信
号
、
病

院
、交
通
機
関
な
ど
も
停
電
、

一
部
地
域
に
停
電
が
多
く
23

区
内
は
停
電
せ
ず
不
公
平
と

い
っ
た
不
満
が
続
出
し
た
。

　

電
力
不
足
は
、
こ
の
夏
に

間
違
い
な
く
や
っ
て
く
る
。

電
力
会
社
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
供
給
力
を
確
保
す
る
と
同

時
に
、
産
業
、
業
務
、
家
庭

の
す
べ
て
の
分
野
で
15
％
程

度
の
節
電
が
必
要
で
あ
る
。

　

電
力
不
足
は
、
や
が
て
解

決
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
新
た

に
、
津
波
で
致
命
的
打
撃
を

受
け
た
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
の
放
射
能
汚
染
物

質
の
排
出
が
止
め
ら
れ
な
い

問
題
が
発
生
し
た
。
現
在
で

も
、多
数
の
避
難
者
の
救
援
、

農
作
物
お
よ
び
魚
介
類
の
汚

染
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
風
評
被
害
と
い
っ
た
問

題
の
解
決
に
は
見
通
し
が
た

っ
て
い
な
い
。政
府
案
で
は
、

こ
の
被
害
に
対
す
る
賠
償
総

額
は
４
兆
円
、
東
電
の
負
担

を
約
２
兆
円
と
想
定
し
て
お

り
、
賠
償
は
最
終
的
に
電
力

各
社
が
10
年
に
わ
た
っ
て
負

担
す
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
福

島
第
一
原
発
１
〜
６
号
機
の

廃
炉
費
用
を
１
・
５
兆
円
、

火
力
発
電
の
燃
料
費
増
を
年

約
１
兆
円
と
み
て
い
る
。
来

年
度
ま
で
に
リ
ス
ト
ラ
で
年

１
５
０
０
億
円
、
不
動
産
や

株
式
売
却
で
約
５
０
０
０
億

円
と
い
う
収
支
計
画
を
進
め

た
と
し
て
も
、
今
後
、
毎
年

１
兆
２
５
０
０
億
円
の
赤
字

と
な
る
。
こ
れ
を
電
気
料
金

に
転
嫁
す
る
と
す
れ
ば
、
東

電
管
内
は
料
金
が
約
24
％
上

が
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
、
想
定
外
の
自
然

災
害
で
も
電
力
会
社
相
互
が

電
力
融
通
を
よ
り
円
滑
に
行

う
た
め
の
仕
組
み
が
論
議
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
経
済
学

者
か
ら
は
、「
発
電
と
送
電

の
分
離
」
や
「
送
電
網
の
開

放
」が
提
唱
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
が
、
地

域
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
自

前
で
持
つ
こ
と
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。
電
力
会
社
に
全
面

依
存
し
な
い
地
産
地
消
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た

も
の
だ
。
こ
の
電
力
供
給
設

備
を
中
心

に
、
行
政

機
関
、
病

院
、警
察
、

学
校
、
避
難
所
を
完
備
す
れ

ば
、
同
様
な
大
災
害
時
に
も

最
小
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電

気
、
水
、
通
信
）
が
確
保
で

き
る
。こ
の
よ
う
な
考
え
は
、

今
進
め
ら
れ
て
い
る
東
北
の

被
災
地
の
復
興
に
も
活
用
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

▼
補
正
予
算

　

本
予
算
の
成
立
後
、
会

計
年
度
の
途
中
で
自
然
災

害
な
ど
予
期
で
き
な
い
事

態
に
対
処
す
る
た
め
作
成

さ
れ
る
予
算
の
こ
と
。

　

原
則
と
し
て
、
一
度
成

立
し
た
予
算
を
超
え
る
支

出
は
で
き
な
い
決
ま
り
だ

が
、
著
し
い
社
会
情
勢
の

変
化
や
突
発
的
な
自
然
災

害
対
策
な
ど
の
財
政
需
要

が
生
じ
た
場
合
に
限
り
、

予
算
を
追
加
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の

予
算
に
準
じ
て
内
閣
が
補

正
予
算
案
を
作
成
し
、
国
会

審
議
を
経
て
成
立
す
る
。

▼
放
射
性
廃
棄
物

　

原
子
力
発
電
所
な
ど
か
ら

出
る
放
射
能
を
持
っ
た
廃
棄

物
の
こ
と
。
放
射
能
の
レ
ベ

ル
に
よ
っ
て
「
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
」
と
「
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
」
に
大
別

さ
れ
る
。

　

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

は
原
子
炉
冷
却
の
廃
液
、
使

用
済
み
の
イ
オ
ン
交
換
樹
脂

な
ど
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
は
、
使
用
済
み
核
燃
料

を
再
処
理
す
る
と
き
、
再
利

用
で
き
な
い
も
の
と
し
て
残

る
廃
液
。
こ
の
廃
液
は
、
濃

縮
さ
せ
て
ガ
ラ
ス
を
混
ぜ
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
容
器
に
固

化
さ
せ
る
。
日
本
で
は
ま

だ
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
地
は
決
定

し
て
い
な
い
。

▼
生
物
多
様
性
国
家
戦
略

２
０
１
０

　

生
物
多
様
性
を
保
全

し
、
持
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
の
国
の
基
本
計

画
。
こ
こ
に
は
海
洋
生
物

多
様
性
保
全
戦
略
の
策
定

も
示
さ
れ
て
い
る
。
１
９

９
５
年
に
最
初
の
戦
略
が

つ
く
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
３

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。
２
０
５
０
年
ま
で
に

生
物
多
様
性
の
状
態
を
現

状
以
上
に
豊
か
に
す
る
と

い
う
中
長
期
計
画
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

2011年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
シ
ョ

ク
リ
ン
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「ショクリン」
（植林）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp

　

車
輪
の
回
転
に
よ
っ
て
発
電

さ
せ
る
自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
、

回
転
が
止
ま
る
と
消
え
、
回
転

が
速
く
な
れ
ば
明
る
さ
を
増

す
。
こ
れ
は
発
電
量
と
使
用
量

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
電
気
は
発
電
量
と
、
消

費
さ
れ
る
量
が
常
に
同
じ
に
な

る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
電

気
も
、
基
本
は
同
じ
だ
。
原
則

ば
、
天
秤
ば
か
り
。
片
側
の
受

け
皿
に
乗
せ
た
「
需
要
量
」
に

合
わ
せ
て
、
は
か
り
が
傾
か
な

い
よ
う
、
重
り
と
な
る
「
発
電

量
」
を
反
対
側
の
受
け
皿
に
乗

せ
た
り
下
ろ
し
た
り
し
て
調
整

し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば

い
い
。

　

し
か
し
、
電
力
会
社
の
持
っ

て
い
る
重
り
に
も
限
り
が
あ

る
。
特
に
震
災
後
の
現
在
は
極

端
に
少
な
い
。
も
し
供
給
能
力

を
超
え
た
需
要
が
発
生
し
た
場

合
は
、
天
秤
ば
か
り
の
片
側
に

乗
せ
る
は
ず
の
重
り
が
不
足
し

て
、
は
か
り
は
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
崩
れ
て
し
ま
う
。
実
際
に
は

予
測
不
能
な
大
規
模
停
電
が
起

き
る
な
ど
の
事
態
を
招
く
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

的
に
電
気
は
た
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
使
用
す
る
量
と

同
じ
だ
け
の
発
電
量
が
必
要
に

な
る
。

　

現
在
、
電
気
を
供
給
す
る
電

力
会
社
は
、
瞬
時
瞬
時
で
使
用

さ
れ
る
量
を
判
断
し
、
需
要
と

ほ
ぼ
同
じ
量
の
発
電
を
行
っ
て

い
る
。
需
要
が
増
え
れ
ば
、
発

電
量
を
上
げ
、
需
要
が
減
少
す

れ
ば
発
電
量
を
少
な
く
す
る
。

こ
れ
を
同
時
同
量
と
呼
ん
で
い

る
。
身
近
な
も
の
に
た
と
え
れ

て
、
１
㌔
㍍
解
像
度
と
い
う

詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
植
生
の

み
の
解
析
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
今
回
は
土
壌
の

炭
素
収
支
量
な
ど
も
合
わ
せ

の
詳
細
な
解
析
結
果
を
公
表

し
た
。
今
回
は
、
従
来
実
施

さ
れ
て
き
た
解
像
度
の
粗
い

解
析
と
は
異
な
り
、
新
た
に

開
発
し
た
衛
星
観
測
デ
ー
タ

の
複
合
利
用
手
法
に
よ
っ

　

２
０
１
１
年
４
月
、
国
立

環
境
研
究
所
は
、
日
本
域
の

自
然
生
態
系
が
、
ど
れ
だ
け

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

を
吸
収
も
し
く
は
放
出
し
て

い
る
か
と
い
う
炭
素
収
支
量

て
解
析
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の

ほ
ぼ
全
域
の
自
然
生
態
系

で
Ｃ
Ｏ
２

は
吸
収
さ
れ
て
お

り
、中
で
も
北
海
道
中
央
部
・

北
部
や
太
平
洋
沿
岸
部
で
吸

収
量
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
従
来
の
よ
う
な

植
生
だ
け
の
解
析
で
は
、
九

州
や
四
国
な
ど
の
温
暖
な
地

域
の
ほ
う
が
、
植
物
の
成
長

速
度
が
速
い
た
め
、
単
位
面

積
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収

量
は
多
い
と
み
ら
れ
て
い

た
。
だ
が
今
回
の
解
析
で
は

土
壌
が
含
め
ら
れ
、
微
生
物

が
放
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

も
計
算

に
加
わ
っ
た
。
微
生
物
の
放

出
量
は
、
暖
か
い
地
域
の
ほ

う
が
多
い
。
吸
収
と
放
出
が

相
殺
さ
れ
る
の
で
気
温
に
よ

る
差
は
少
な
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

需要が供給能力を
超えると大規模停電も

原
則
的
に
電
気
は
た
め
ら
れ
な
い
も
の

　

２
０
１
１
年
５
月
13
日
、
政
府
の
電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
（
本
部
長
＝
枝
野
幸
男
官
房
長
官
）
は
、
夏
季
の
電
力

需
給
対
策
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
と
東
北
電
力
管
内
の
需
要
抑
制
目
標
を
定
め
、
公
表
し
た
。
目
標
は
15
％
削
減
。
大

口
需
要
家
、
小
口
需
要
家
、
家
庭
の
３
部
門
一
律
に
抑
制
基
準
（
昨
年
並
み
の
ピ
ー
ク
）
か
ら
15
％
減
ら
す
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
各
界
に
協
力
を
求
め
た
。

東京電力管内 東北電力管内

２０１１年５月１３日発表の電力需給緊急対策本部資料をもとに作成。

経済産業省関連の第１次補正予算
中小企業等対策 5,313億円
資金繰り支援 /工場等の復旧支援 /
商店街復旧支援など

石油・ガスなどエネルギー供給施設
復旧支援 136億円
簡易給油所設置支援 / 石油製品販
売業早期復旧支援など

電力需給ギャップの解消 178億円
自家発電設備導入促進 /節電広報 /
節電サポートなど

原発事故に対する早期対応 20億円
住民向け巡回相談事業など

インフラ復旧支援 295億円
経済産業省関連施設の復旧など

日
本
テ
ク
ノ
本
社
さ
ら
に
高
く
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私
た
ち
は
10

万
年
後
の
遠
い

未
来
の
子
孫
に

確
実
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
達
で

き
る
の
か
。
Ｓ
Ｆ
小
説
の
題

材
で
は
な
い
。
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
を
世
界
で
初
め

て
最
終
処
分
す
る
た
め
の
施

設
・
オ
ン
カ
ロ
を
建
設
中
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
真
剣
に

議
論
さ
れ
て
い
る
課
題
だ
。

▼
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る

放
射
性
廃
棄
物
が
人
体
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
く
な
る
に
は

長
い
年
月
が
必
要
に
な
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
そ
れ
を

地
下
深
く
埋
蔵
す
る
決
定
が

下
さ
れ
た
。
18
億
年
前
の
地

層
に
あ
る
岩
盤
を
掘
り
進
め

た
地
下
５
０
０
㍍
に
、
巨
大

施
設
を
建
造
し
放
射
性
廃
棄

物
を
運
び
込
む
。
廃
棄
物
が

満
杯
に
な
る
22
世
紀
に
、
施

設
は
完
全
に
密
閉
さ
れ
、
決

し
て
立
ち
入
る
こ
と
の
な
い

よ
う
封
鎖
さ
れ
る
。そ
の
後
、

10
万
年
間
、
人
に
よ
る
管
理

も
不
要
に
し
て
隔
絶
す
る
。

オ
ン
カ
ロ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
「
隠
れ
た
場
所
」
を

意
味
す
る
。

▼
果
た
し
て
10
万
年
の
間
、

こ
の
場
所
が
人
間
に
と
っ
て

危
険
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
続

け
ら
れ
る
の
か
。
誰
も
明
確

に
は
答
え
ら
れ
な
い
課
題
を

持
つ
オ
ン
カ
ロ
。
こ
の
施
設

を
描
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
１
０
０
０
０
０
年
後
の
安

全
』
が
各
地
で
公
開
さ
れ
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。
ち
な
み

に
今
か
ら
約
10
万
年
前
は
、

現
代
人
の
祖
先
と
い
わ
れ
る

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
ア
フ

リ
カ
大
陸
に
誕
生
し
た
頃
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
最
初

の
補
正
予
算
と
な
る
２
０
１

１
年
度
第
１
次
補
正
予
算
は

経
済
産
業
省
関
連
の
予
算
を

含
め
総
額
４
兆
１
５
３
億
円

で
成
立
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
初
の
補
正
予
算
と

比
べ
約
４
倍
の
規
模
。

　

予
算
は
主
に
震
災
の
復

旧
・
復
興
に
充
て
ら
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
夏
場
の
供
給
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
電
力
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た
め

の
予
算
１
７
８
億
円
も
盛
り

込
ま
れ
た
。
経
済
産
業
省
が

管
轄
す
る
こ
の
１
７
８
億
円

の
予
算
は
、
電
力
の
供
給
力

を
強
化
す
る
対
策
と
、
需
要

を
抑
制
す
る
対
策
の
２
つ
の

側
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

電
気
を
つ
く
る
側
の
供
給

力
強
化
で
は
約
１
０
０
億
円

が
自
家
発
電
設
備
導
入
促
進

事
業
に
向
け
ら
れ
る
。
自
家

発
電
設
備
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
新
増
設
す
る
な

ど
し
て
発
電
す
る
企
業
に
設

備
導
入
費
や
燃
料
費
の
補
助

を
行
う
。
大
企
業
な
ら
費
用

の
３
分
の
１
、
中
小
企
業
に

は
２
分
の
１
の
補
助
。
東
京

電
力
も
し
く
は
東
北
電
力
管

内
で
８
月
末
ま
で
に
運
転

し
、
合
計
５
０
０
㌔
㍗
以
上

の
発
電
が
可
能
な
民
間
事
業

者
を
対
象
に
し
た
。
休
止
・

廃
止
し
て
い
た
設
備
を
再
稼

働
さ
せ
る
も
の
も
対
象
。

　

ま
た
、
供
給
力
強
化
の
一

つ
と
し
て
、
各
電
力
会
社
間

で
容
易
に
電
気
を
融
通
し
合

え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
た
め
に
地
域
間
連
携
設

備
強
化
調
査
の
予
算
も
計
上

さ
れ
た
。

　

も
う
一
方
の
使
用
す
る
電

気
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策

は
約
77
億
円
。
そ
の
う
ち
約

40
億
円
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
節

電
の
広
報
活
動
に
使
わ
れ

る
。
電
力
の
需
給
状
況
や
効

果
的
な
節
電
行
動
と
い
っ
た

情
報
提
供
に
充
て
る
。ま
た
、

節
電
の
余
地
が
大
き
い
と
み

ら
れ
て
い
る
契
約
電
力
５
０

０
㌔
㍗
未
満
の
小
口
需
要
家

や
低
圧
受
電
の
事
業
者
な
ど

に
、
専
門
家
が
個
別
訪
問
し

て
節
電
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

「
電
力
需
要
抑
制
対
策
事
業

（
節
電
サ
ポ
ー
ト
事
業
）」
も

予
算
に
組
み
込
ま
れ
、
約
37

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
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０
０
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条
に
よ
り
強
制
的
に
す
べ
て
の
大

口
需
要
家
へ
使
用
制
限
を
課
し
て

も
、
１
７
０
万
〜
３
１
０
万
㌔
㍗

の
最
大
電
力
が
不
足
す
る
（
昨
年

７
月
１
日
〜
９
月
22
日
の
平
日
９

〜
20
時
の
１
時
間
単
位
の
使
用
最

大
電
力
を
、
15
％
削
減
し
た
値
を

使
用
電
力
の
上
限
と
す
る
）。
よ

っ
て
、
強
制
的
な
使
用
制
限
が
か

か
ら
な
い
家
庭
と
小
口
需
要
家
の

よ
り
多
く
が
15
％
削
減
目
標
を
実

施
し
な
け
れ
ば
、
不
実
施
が
原
則

と
な
っ
た
計
画
停
電
も
、
発
動
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
る
可
能

性
は
あ
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
、

多
く
の
節
電
啓
発
の
対
策
を
進
め

て
い
る
最
中
だ
。

　

今
回
は
そ
の
政
府
が
発
表
し
た

「
夏
期
の
節
電
啓
発
に
つ
い
て
」

の
項
目
と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
小
社
の
企
業
活
動
と
の
類
似
点

に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　

同
発
表
資
料
の
中
か
ら
、
節
電

サ
ポ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ
た
小
社
の

活
動
と
対
応
す
る
も
の
を
以
下
に

あ
げ
て
い
く
。

【
分
か
り
や
す
い
説
明
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
】

　

節
電
の
取
り
組
み
方
と
そ
の
効

果
を
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
提
示

し
、
そ
の
成
果
も
き
ち
ん
と
示
す

と
い
う
内
容
。
小
社
で
は
こ
れ
を

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
と
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
で
節
電
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
提
示
し
、
そ
の
効
果
を
同
じ

機
器
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
提

示
す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
。

【
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
啓
発
活
動
】

　

電
力
使
用
の
総
量
で
は
な
く
ピ

ー
ク
の
抑
制
で
あ
る
こ
と
を
第
１

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
理
解
し
て
も
ら

い
、
次
に
具
体
的
な
節
電
ア
ク
シ

ョ
ン
の
実
施
を
呼
び
掛
け
る
と
い

う
内
容
。
小
社
で
は
、
ま
ず
デ
マ

ン
ド
値
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
か
ら
節

電
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
そ
れ

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
次
の
段

階
と
し
て
波
及
す
る
他
の
省
エ
ネ

行
動
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
。

【
経
済
・
社
会
活
動
や
健
康
へ
の

配
慮
】

　

過
度
の
節
電
は
経
済
活
動
、
社

会
活
動
へ
の
負
の
影
響
や
、
熱
中

症
な
ど
の
健
康
被
害
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
い
う
内
容
。小
社
で
は
、

無
理
な
節
電
で
は
な
く
、
ム
ダ
と

ム
ラ
を
な
く
す
省
エ
ネ
を
推
進
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
大
型
機
器
の

同
時
稼
働
を
な
く
す
、
人
間
待
機

電
力
を
な
く
す
な
ど
。

【
節
電
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

新
聞
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
節
電
の
呼
び
掛
け
を
行

う
と
い
う
内
容
。小
社
で
は
本
紙
・

環
境
市
場
新
聞
の
発
行
、
導
入
事

例
の
紹
介
、「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企

業
編
』」
の
放
送
な
ど
、
多
数
の

省
エ
ネ
成
功
事
例
を
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
る
。

【
国
民
か
ら
の
節
電
ア
イ
デ
ア
の

募
集
】

　

自
由
な
発
想
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

を
募
り
、
そ
の
情
報
を
共
有
す
る

ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
を
立
ち
上
げ

る
と
い
う
内
容
。
小
社
で
は
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」
サ
イ
ト

を
運
営
し
、
同
様
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
現
在
小
社
で
は
、
15
％
削

減
に
少
し
で
も
協
力
で
き
る
よ
う

無
料
の
メ
ー
ル
送
信
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
提
供
す
る
「
今
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
年
間
約
１
９
０

０
万
㌧
の
食
品
廃
棄
物
が
排
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
本

来
は
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
ロ

ス
が
推
計
で
約
５
０
０
万
か
ら

９
０
０
万
㌧
含
ま
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
２
０
１
１
年

３
月
、
食
育
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て「
マ
ジ
ご
は
ん
計
画
」

を
立
ち
上
げ
た
。「
食
べ
る
＝

生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
問
い

掛
け
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
農

水
省
で
は
、「
米
を
食
べ
よ
う
」

「
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
よ
う
」

な
ど
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た

が
、
な
か
な
か
行
動
に
は
結
び

つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
自

分
か
ら
行
動
し
た
く
な
る
よ
う

な
呼
び
掛
け
と
し
て
「
マ
ジ
ご

は
ん
計
画
」
が
始
動
し
た
。

　

自
分
の
「
ご
は
ん
」
を
通
し

て
「
食
べ
る
こ
と
・
食
」
に
つ

い
て
考
え
直
す
機
会
を
増
や
し

て
い
く
。
栄
養
価
な
ど
の
知
識

を
一
方
的
に
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、
シ
ン
プ
ル
に
「
食
の
こ

と
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
呼
び

掛
け
だ
。

　

最
初
は
単
に
目
の
前
に
あ

る
「
ご
は
ん
」
に
対
し
、
興
味

を
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
。
自
炊
で
な
く
外
食
で
も
構

わ
な
い
。
例
え
ば
、
外
食
の
添

え
物
に
よ
く
あ
る
レ
タ
ス
を
目

に
し
た
と
き
に
、
そ
の
来
歴
を

調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
る
こ

と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
れ
ば
、
レ
タ
ス
が
明
治
の
は

じ
め
に
欧
米
か
ら
来
て
、
日
本

名
を
「
ち
し
ゃ
」
と
い
い
、
改

良
に
よ
っ
て
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、

リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
種
類
も
豊

　

公
表
さ
れ
た
海
洋
生
物
多

様
性
保
全
戦
略
は
「
背
景
」

「
目
的
」「
海
洋
の
生
物
多
様

性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」

「
海
洋
生
物
多
様
性
の
保
全

及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
基

本
的
視
点
」「
海
洋
生
物
多

様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能

な
利
用
の
施
策
の
展
開
」
の

全
５
章
か
ら
な
る
。

　

目
的
は
①
海
洋
に
お
い
て

多
種
多
様
な
生
物
が
生
息
す

る
と
い
う
自
然
の
あ
り
方

（
海
洋
生
物
多
様
性
）
を
保

全
す
る
こ
と
②
海
洋
の
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
持
続

的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
現
状
は
人
間
の
活
動
に 節電を啓発する政府の取り組みと
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今だからこそ、マジごはん計画

富
に
な
り
、
よ
く
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
野
菜
で
あ
る
こ

と
は
す
ぐ
わ
か
る
。
そ
れ
が
わ

か
れ
ば
、
生
産
地
は
ど
こ
だ
ろ

う
か
（
レ
タ
ス
生
産
量
１
位
は

長
野
県
）、
保
存
方
法
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
か
（
レ
タ
ス
の
保

存
方
法
は
芯
を
く
り
抜
き
、
湿

ら
せ
た
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
つ

め
、
袋
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
へ
）、

と
い
う
よ
う
に
、
食
に
関
す
る

興
味
は
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

夏
は
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ニ
ラ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
新
鮮

な
野
菜
が
お
い
し
く
な
る
季

節
。旬
の
食
物
を
き
っ
か
け
に
、

自
分
が
食
べ
る
「
ご
は
ん
」
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
豊
か
な
食
文
化
に
興

味
を
持
ち
考
え
る
こ
と
は
、
そ

う
し
た
食
材
を
つ
く
る
生
産
者

の
「
日
本
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
願
い
に
気
づ
く
こ
と
で

も
あ
る
。
そ
の
思
い
に
多
く
の

人
が
気
づ
け
ば
、
数
百
万
㌧
の

食
品
ロ
ス
は
自
ず
と
減
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

保護動植物を自然に戻す

海洋生物多様性保全戦略を策定

「
海
の
恵
み
」持
続
可
能
な
利
用
に
向
け

　

２
０
１
１
年
３
月
、
環
境
省
は
「
海
の
恵
み
」
で
あ
る
海
洋
の
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能
な
形
で
利
用
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目

的
に
し
た
「
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
」
を
策
定
し
公
表
し
た
。

先
に
示
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２
０
１
０
」
の
中
に
海
洋

生
物
の
多
様
性
保
全
に
関
す
る
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ

て
お
り
、
今
回
の
策
定
は
そ
の
施
策
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
る
。

環境省戦略に示された施策展開の方向性

野生復帰に関する基本的方針

検討事項や実施条件を明示

　

２
０
１
１
年
３
月
、
環

境
省
か
ら
、
人
工
飼
育
な

ど
自
然
の
生
息
域
外
で
保

全
さ
れ
て
い
る
絶
滅
に
ひ

ん
し
た
動
植
物
を
、
野
生

復
帰
さ
せ
る
際
の
指
針
が

公
表
さ
れ
た
。
表
題
は
、

「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
動
植
物
種
の
野
生
復

帰
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
」。

　

こ
れ
ま
で
同
省
で
は
、

絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
動
植

物
の
生
息
域
外
保
全
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
本
方

針
を
策
定
し
て
い
た
。だ
が
、

そ
れ
ら
の
野
生
復
帰
に
際

し
、
個
体
の
地
域
特
性
に
対

し
て
配
慮
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
自
然
の
生
息
地
以
外

に
戻
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例

が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
事
前

の
検
討
事
項
や
実
施
条
件
を

共
通
認
識
と
し
て
示
し
、
適

切
な
野
生
復
帰
を
進
め
る
目

的
で
、
基
本
的
な
考
え
方
を

明
示
し
た
。

　

こ
の
文
書
に
は
、
野
生
復

帰
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

科
学
的
見
地
か
ら
野
生
復
帰

の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の

評
価
を
行
い
、
必
要
性
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
適

切
な
候
補
地
が
あ
る
か
ど
う

か
な
ど
の
実
施
可
能
性
の
評

価
を
行
う
、
と
い
っ
た
手
順

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
実

施
前
に
は
、
期
間
や
体
制
、

懸
念
さ
れ
る
悪
影
響
と
そ
の

排
除
手
法
な
ど
を
記
し
た
野

生
復
帰
実
施
計
画
の
作
成
も

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
海
洋
の
生
物
多
様

性
も
劣
化
し
、
そ
れ
に
伴
い

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し

て
い
る
と
同
戦
略
で
は
課
題

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
「
基
本

的
視
点
」
と
し
て
、
海
洋
生

物
多
様
性
の
重
要
性
を
認
識

す
る
こ
と
や
、
総
合
的
な
管

理
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
域
の
特

性
に
応
じ
た
対
策
な
ど
が
必

要
だ
と
示
す
。

　

今
後
取
り
組
む
べ
き
「
施

策
の
展
開
」
で
は
５
つ
の
項

目
が
あ
げ
ら
れ
、
生
物
多
様

性
の
保
全
上
重
要
度
の
高
い

海
域
の
抽
出
と
い
っ
た
情
報

基
盤
の
整
備
や
、
影
響
を
及

ぼ
す
要
因
の
解
明
、
こ
れ
ま

で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
海
洋
保
護
区
に
つ
い
て
の

定
義
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

北極のオゾン層
過去最大の減少規模に

世界気象機関

　

２
０
１
１
年
４
月
、
世
界

気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、

２
０
１
１
年
春
に
北
極
上
空

の
オ
ゾ
ン
層
が
記
録
的
に
減

少
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
の

冬
か
ら
３
月
末
ま
で
の
間
に

減
少
量
は
最
大
40
％
に
達

し
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
だ
っ

た
30
％
を
超
え
た
。

　

成
層
圏
に
あ
る
オ
ゾ
ン
の

破
壊
が
進
み
オ
ゾ
ン
層
に
穴

の
空
い
た
よ
う
な
状
態
に
な

る
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
多
く
は

南
極
で
観
測
さ
れ
、
気
候
の

違
う
北
極
で
は
形
成
さ
れ
に

く
い
と
さ
れ
て
き
た
（
南
極

に
比
べ
北
極
で
は
、
冬
季
で

も
10
℃
ほ
ど
気
温
が
高
い
）。

ま
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定

書
に
よ
っ
て
、
オ
ゾ
ン
の
破

壊
物
質
と
な
る
フ
ロ
ン
ガ
ス

な
ど
の
削
減
効
果
も
あ
が
り

つ
つ
あ
る
状
況
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
、
北
極

上
空
の
オ
ゾ
ン
が
大
き
く
減

少
し
た
原
因
は
、
①
今
冬
の

成
層
圏
の
温
度
が
低
か
っ
た

こ
と
②
削
減
効
果
が
あ
が
り

つ
つ
あ
る
オ
ゾ
ン
破
壊
物
質

が
依
然
と
し
て
大
気
中
に
存

在
し
続
け
て
い
る
こ
と
│
│

な
ど
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

大
気
中
の
オ
ゾ
ン
は
約
９

割
が
地
上
10
〜
50
㌔
㍍
上
空

の
成
層
圏
に
集
ま
っ
て
お

り
、
通
常
こ
れ
を
オ
ゾ
ン
層

と
呼
ん
で
い
る
。
オ
ゾ
ン
層

は
、
太
陽
光
に
含
ま
れ
る
紫

外
線
の
う
ち
有
害
な
物
質
を

吸
収
す
る
働
き
が
あ
り
、
こ

れ
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
人
体

や
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
と
同
様
に
北
極
上

空
の
オ
ゾ
ン
減
少
の
状
態
を

発
表
し
た
国
立
環
境
研
究
所

の
資
料
に
は
「
南
極
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
の
回
復
状
況
と
と
も

に
、
今
後
は
北
極
上
空
の
様

子
に
も
、
よ
り
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
示
さ
れ

て
い
る
。

夏
場
の
節
電
ノ
ウ
ハ
ウ

　

電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
。
通
常
の
年
で
も
、
節
電
の
呼
び
掛
け
が
高
ま
る
時
期

だ
。
さ
ら
に
今
年
は
、
３
月
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の
発
電
所
も
被
災

し
、
電
気
の
供
給
力
は
極
端
に
減
っ
て
い
る
。
供
給
不
足
と
需
要
増
加
が
重
な
り
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
予
測
不
能
な
大
規
模
停
電
が
発
生
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
ん
な
事
態
を
招
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
一
人
ひ
と
り
の

節
電
行
動
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
効
果
的
な
節
電
方
法
や
、
節
電
し
な
が
ら
も
快
適
に
過
ご
す
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

夏
場
に
大
き
な
電
力
需
要
を
も
た
ら
す
も

の
と
い
え
ば
冷
房
。
ま
ず
は
そ
の
空
調
関
連

の
節
電
か
ら
。

　

職
場
で
上
着
や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
を
着
用
せ

ず
、
軽
装
す
る
こ
と
で
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
上
げ
よ
う
と
い
う
ク
ー
ル
ビ
ズ
は
、
も

は
や
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
定
番
。
ま
だ
ク

ー
ル
ビ
ズ
を
導
入
し
て
い
な
い
会
社
が
あ
れ

ば
、
今
夏
は
い
い
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

設
定
温
度
を
高
く
し
て
も
、
冷
房
効
率
が

上
が
れ
ば
快
適
性
は
保
て
る
。
そ
こ
で
役
に

立
つ
の
が
窓
に
つ
い
て
い
る
換
気
扇
を
室
内

用
に
し
た
よ
う
な
つ
く
り
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
。
風
を
つ
く
っ
て
寒
暖
の
よ
ど
み
が
解

消
で
き
る
。
専
用
機
が
な
け
れ
ば
扇
風
機
で

も
い
い
。

　

直
射
日
光
や
高
温
の
外
気
を
さ
え
ぎ
る
た

め
、
窓
に
断
熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
の
も
効
果

的
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
す

だ
れ
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
。
ゴ
ー

ヤ
や
ヘ
チ
マ
な
ど
を
つ
た
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ

る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
栽
培
で
き
れ
ば
、
見
た

目
に
も
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

次
は
、常
に
電
気
を
使
っ
て
い
る
冷
蔵
庫
。

中
が
温
ま
る
と
冷
や
す
た
め
に
多
く
の
電
気

が
使
わ
れ
る
。
よ
っ
て
冷
気
を
な
る
べ
く
逃

が
さ
な
い
の
が
節
電
の
コ
ツ
。
開
閉
は
最
小

限
に
す
る
。
中
を
整
理
整
頓
し
て
お
け
ば
、

開
閉
時
間
が
減
ら
せ
、
詰
め
込
み
す
ぎ
で
冷

気
効
率
が
悪
く
な
る
の
も
防
げ
る
。
オ
フ
ィ

ス
で
は
保
冷
効
果
の
あ
る
水
筒
を
マ
イ
ボ
ト

ル
と
し
て
持
参
し
、
冷
蔵
庫
の
使
用
を
控
え

る
の
も
い
い
。

　

水
と
い
え
ば
、
節
水
も
節
電
に
つ
な
が
る

行
為
。
下
水
処
理
に
は
多
く
の
電
気
が
使
わ

れ
る
の
で
、
蛇
口
は
小
ま
め
に
閉
め
る
よ
う

に
し
た
い
。

　

節
電
に
つ
な
が
る
よ
う
な
夏
休
み
の
過
ご

し
方
も
考
え
て
お
こ
う
。
オ
ス
ス
メ
は
自
宅

で
は
な
い
場
所
で
過
ご
す
こ
と
。
家
で
の
エ

ア
コ
ン
利
用
は
や
め
て
、
家
族
で
避
暑
地
へ

旅
行
に
行
く
な
ど
だ
。
家
で
過
ご
す
と
し
て

も
、
各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
を
使
う
の
で
は
な

く
、
家
族
が
１
カ
所
に
集
ま
っ
て
稼
働
台
数

を
減
ら
そ
う
。

　

常
に
節
電
を
意
識
し
て
お
く
自
信
が
な
い

と
い
う
人
は
、
せ
め
て
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク

に
な
る
日
中
の
時
間
帯
（
９
〜
20
時
）
だ
け

節電でも涼しく過ごす　

涼
し
く
な
る
空
調
関
連
の
オ
ス
ス
メ
行
動

サーキュレーターの活用
サーキュレーターは空気を循環さ
せる装置。なければ扇風機でも可。
冷房効率が上がる。

窓を開け風を入れる
エアコンを消して自然の風で涼を
とる。風の流れを考え、複数の窓
を開ける。

窓に断熱フィルムを貼る
外気や日光による室温の上昇を防
げる。冬場も外の寒さが伝わりに
くい。

ブラインド／すだれ／緑の
カーテンの設置

日光が入る窓にはぜひ。ゴーヤや
ヘチマなどをはわせる緑のカーテ
ンなら効果は抜群。

室外機の周囲を整理
エアコン室外機の通風をさえぎっ
てしまうと、効率が悪く無駄な電
気を使う結果に。

クールビズの積極導入
夏の定番ともなっているクールビ
ズ。まだ導入していない会社は、
この夏がいい機会。

食
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
行
動

冷蔵庫の使い方を見直す
いっぱいに詰め込むと電力消費は
アップ。熱いものは冷ましてから
入れる。開閉は最小限に。

マイボトルを持参する
飲料は保冷効果のあるマイボトル
で。冷蔵庫の開閉回数が減って節
電につながる。

調理の仕方を工夫する
トーストはガス台の魚用グリルで。
野菜をＩＨ調理器でゆでるなら電
子レンジで加熱。

節水習慣をつける
下水処理には多くの電力を使うの
で節水すれば節電に。小まめに蛇
口を締める。

余
暇
の
オ
ス
ス
メ
行
動

家を空ける
自宅で冷房などの電力消費をする
よりも、家族で避暑地に旅行へ行
くなどの計画を。

１つの部屋に集まる
各人の部屋でエアコンをつけずに
家族なら１カ所に集まり空調の稼
働台数を減らす。

そ
の
他
の
オ
ス
ス
メ
行
動

待機電力を減らす
テレビ、ビデオデッキ、電子レン
ジなど使っていないときには主電
源をオフにする。

照明は小まめに消す
点灯時の消費電力の増加分はわず
かなので、小まめに消灯するのが
結局は節電に。

ピーク時の使用を控える
電力需要がピークになる日中（９
～20時）の時間帯は消費電力の
大きな家電を使わない。

Tips

で
も
、
気
づ
か
い
が
ほ
し
い
。
特
に
消
費
電

力
が
大
き
い
と
い
わ
れ
る
、
ア
イ
ロ
ン
や
電

子
レ
ン
ジ
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
炊
飯
器
、
洗
濯

乾
燥
機
な
ど
と
い
っ
た
電
気
機
器
の
使
用

は
、別
の
時
間
帯
に
ず
ら
す
よ
う
に
し
た
い
。

み
ん
な
で
下
げ
よ
う
!!

ピ
ー
ク
電
力
！

がんばろう
省エネ!!

呼び掛けに対応する日本テクノの活動

政府の「夏期の節電啓発について」項目
日本テクノの活動

項目 内容

分かりやすい
説明とフィード
バック

節電方法と効果お
よびその成果をわか
りやすく提示

ＥＲＩＡモニタとデマン
ド閲覧サービスで節
電のタイミングと効果
をわかりやすく表示

ステップを踏ん
だ啓発活動

総量ではなくピーク
の節減であることを
理解してもらい、次
に具体的な節電効
果などを提供

デマンドのピークカッ
トから行動を始め、波
及する省エネ行動へ
つなげる

経済・社会活
動や健康への
配慮

経済・社会活動、健
康面へのマイナス
の影響をできるだけ
抑えるようにする

機器の同時稼働を避
ける、人間待機電力
を減らすなど無理なく
ムダとムラをなくす省
エネの推進

国民からの節
電アイデアの
募集

国民から節電のアイ
デアを募り、共有す
るアイデアボックス
を立ち上げる

「おばあちゃんの知恵
袋」サイトの運営で広
く省エネのアイデアを
募集

　

昨
年
の
東
京
電
力
管
内
の
最
大

ピ
ー
ク
需
要
（
合
計
６
０
０
０
万

㌔
㍗
）
の
内
訳
は
、
家
庭
１
８
０

０
万
㌔
㍗
、
小
口
需
要
家
（
契
約

電
力
５
０
０
㌔
㍗
未
満
の
需
要

家
）
２
１
５
０
万
㌔
㍗
、
大
口
需

要
家
（
契
約
電
力
５
０
０
㌔
㍗
以

上
の
需
要
家
）
２
０
５
０
万
㌔
㍗

と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
の
数
値
に
対
し
て
、

今
夏
は
一
部
除
外
を
認
め
な
が
ら

も
原
則
的
に
家
庭
、
小
口
、
大
口

の
３
部
門
一
律
で
15
％
の
抑
制
を

目
標
と
し
た
。
電
気
事
業
法
第
27

1. 情報基盤の整備
 重要性の高い海域を選び出すといった科学
的な情報や実地情報を充実させていく。

２. 海洋生物多様性への影響要因の解明と
その軽減政策の遂行

 多様性保全と持続的利用に対し問題となる
原因および問題解決に取り組む関係者を特
定し、施策を講じていく。

３. 海域の特性を踏まえた対策の推進
 沿岸域や外洋域の違いなど特性を踏まえ保
全活動や持続可能な利用方法を進めていく。

４. 海洋保護区の充実とネットワーク化の推進
 国立公園などの既存の制度を活用して適切
な海洋保護区を設定していく。またそれら
のネットワーク化も検討する。

５.社会的な理解及び多様な主体の参加の促進
 国民に対する普及広報を進めていく。関係
するさまざまな主体との協働や連携を深め
ていく。

環
境
省 

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
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キ
ャ
ッ
プ
か
ら
エ
コ
ベ
ン
チ「
海
辺
を
守
ろ
う
！ 

運
動
」

　

今
夏
は
、
全
国
規
模
で
の
節
電
が
推
進
さ
れ
る
た
め
、
室
内
に
い
る
よ
り
も
外
に
出
か
け

よ
う
と
考
え
る
読
者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

真
っ
先
に
思
い
当
た
る
の
が
海
。
近
年
で
は
海
水
浴
だ
け
で
な
く
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
で
も
あ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
、
ビ
ー
チ
相
撲
な
ど
各
種
ス
ポ

ー
ツ
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
海
辺
は
、
ご
み
の
散
乱
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
面
な
ど
、
ま
っ
た
く

問
題
が
な
い
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
２
０
０
４
年
「
日
本
ビ
ー
チ
文

化
振
興
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
全
国
の
海
辺
競
技
の
関
連
団
体
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
、

海
辺
文
化
振
興
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
設
立
の
目
的
だ
。
同
協
会
に
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
や
、
今
後
求
め
ら
れ
る
海
辺
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
「
そ
の
昔
、
海
辺
は
、
漁
や
遊
び
、
集
い
、

伝
統
行
事
の
開
催
な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
の

中
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
域
の

共
有
空
間
で
し
た
」（
副
理
事
長
・
吉
澤
裕

子
さ
ん
）

　

し
か
し
、
経
済
発
展
や
人
口
増
大
に
伴
い

日
本
の
海
辺
は
大
き
く
変
容
し
て
い
く
。
特

に
戦
後
を
境
に
海
辺
の
景
観
は
一
変
し
た
。

水
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
設
置
さ
れ
た
堤
防
や

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
な
ど
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
土

砂
が
減
少
し
た
こ
と
で
浜
は
や
せ
、
夏
に
集

中
す
る
海
水
浴
利
用
に
よ
っ
て
ご
み
は
散
乱

し
環
境
も
悪
化
。
そ
れ
に
よ
り
海
辺
で
培
わ

れ
た
文
化
も
失
わ
れ
、
海
辺
と
人
々
と
の
つ

な
が
り
は
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
各
国

の
海
辺
は
、多
く
の
人
々
が
一
年
中
利
用
し
、

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
で
海
辺
が
活
性
化
す
る
の
は
海
水

浴
客
で
に
ぎ
わ
う
夏
だ
け
で
す
。
海
の
家
な

ど
の
施
設
も
期
間
限
定
の
と
こ
ろ
が
多
く
、

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
政
府
が
主
導
す
る
原
子
力
を
用
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
根
幹
か
ら
揺
ら
い
で
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
導
入
が
各
方
面
で
検
討
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
分
散
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
編
集
部
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
発
電
の
あ
り
方
に
着
目
し
て
い
る
。

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
が
少
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
さ
れ
る
発
電
方
法
で
は
、
太
陽
光
発
電
、
風

力
発
電
、
水
力
発
電
な
ど
が
よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
ご
み
発
電
」
は
比
較
的
認
知
度

が
低
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
ご
み
発
電
に
つ
い
て
、
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
取
材
し
た
。

　

清
掃
工
場
で
は
、
可
燃
ご
み
を

焼
却
す
る
と
き
に
発
生
す
る
熱
で

蒸
気
を
つ
く
り
、
そ
の
蒸
気
に
よ

っ
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、
発
電
を

行
っ
て
い
る
。
火
力
発
電
所
が
化

石
燃
料
を
燃
や
し
て
蒸
気
を
つ
く

り
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
の
と
同
じ
仕

組
み
だ
。違
い
は
熱
を
得
る
原
料
。

市
中
か
ら
発
生
し
た
ご
み
を
使
う

の
か
、
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
化

石
燃
料
を
掘
り
起
こ
し
て
使
う
の

か
と
い
う
点
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ご
み
は
化
石
燃
料

年
中
あ
る
海
辺
は
少
な
い
。
ま
た
昨
年
は
猛

暑
と
熱
射
病
も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

の
海
辺
は
世
界
に
比
べ
日
影
が
少
な
い
な

ど
、
環
境
改
善
が
必
要
で
す
」（
同
氏
）

　

加
え
て
年
々
深
刻
に
な
る
温
暖
化
に
よ
る

海
辺
の
浸
食
や
漂
着
ご
み
問
題
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
諸
問
題
に
危
機
感
を
感
じ
ス
タ

ー
ト
し
た
の
が
、「
海
辺
を
守
ろ
う
！
運
動
」

で
あ
る
。
同
協
会
と
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
連

盟
の
協
働
事
業
。
各
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
ア

ス
リ
ー
ト
が
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
の
「
ゴ

ミ
バ
ス
タ
ー
」
と
な
り
、
率
先
し
て
美
化
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
運
動
の
一
つ
に
「
エ
コ
ベ
ン
チ
を
増

や
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
活
動
が
あ

る
。
海
辺
で
最
も
多
く
排
出
さ
れ
る
の
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
が
、
そ
の
ボ
ト
ル
の
部
分
は

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
も
、
キ
ャ
ッ
プ
は
一
般

ご
み
と
し
て
焼
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
キ

ャ
ッ
プ
を
集
め
、
エ
コ
ベ
ン
チ
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
活
動
だ
。
１
万
３
６
０
０
個
の
キ
ャ

ッ
プ
が
集
ま
れ
ば
、
１
台
の
ベ
ン
チ
が
で
き

る
。
製
作
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
地
元
の
小
学
校

や
児
童
館
に
寄
付
さ
れ
る
。
製
作
に
か
か
る

費
用
を
募
金
で
集
め
る
「
エ
コ
ワ
ン
コ
イ
ン

基
金
」
も
実
施
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
じ
て
多
く
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
も
と
に
東
京
都
港
区
立
お
台
場

学
園
、神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
マ
リ
エ
ン
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
て

い
る
。

　

環
境
保
全
活
動
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
や
利
用
客
を
迎
え
入
れ
る
体
制
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
同
協
会
。
最
近
で

は
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
人
口
も
増
え
、

海
水
浴
以
外
の
海
辺
の
利
用
需
要
も
多
様
化

し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
、
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
や
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
年
を
通
し
て

人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ
い
楽
し
め
る
広
場
と

し
て
海
辺
を
構
築
し
新
し
い
ビ
ー
チ
文
化
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」（
同
氏
）

　

地
域
の
海
辺
か
ら
、
一
年
中
笑
い
声
が
聞

こ
え
る
日
は
そ
う
遠
く
は
な
さ
そ
う
だ
。

で
は
な
い
。よ
っ
て
法
律
上
も「
燃

料
」
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
ご
み
だ

け
で
発
電
を
行
っ
た
場
合
は
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
係
数
は
ゼ
ロ
と
算
定
さ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
地
球
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
地
域
か

ら
発
生
す
る
ご
み
と
い
う
資
源

を
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
す
る
。
そ
れ
を
地
域
に
還
元

し
て
い
け
ば
、
地
産
地
消
と
い
う

言
葉
も
あ
て
は
ま
る
。

　

今
回
取
材
し
た
東
京
エ
コ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
は
、
ご
み
発
電
を

行
う
清
掃
工
場
の
運
転
管
理
と
そ

こ
か
ら
発
電
さ
れ
た
電
気
の
効
率

的
な
販
売
を
行
っ
て
い
る
会
社
。

２
０
０
６
年
10
月
に
、
東
京
二
十

三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
（
東
京

23
区
の
ご
み
の
中
間
処
理
を
共
同

で
行
う
特
別
地
方
自
治
体
、略
称
：

清
掃
一
組
）
と
、
東
京
ガ
ス
株
式

会
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
。

　

東
京
23
区
の
区
長
会
で
清
掃
一

組
の
抜
本
的
な
改
革
が
進
め
ら

れ
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
清
掃
工
場
の
適
正
な
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
、
電
力
事
業
効

率
化
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
具
体
的
取
り
組

み
を
推
進
す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ

た
の
が
、
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
東
京
ガ
ス
と
の
共
同
出
資

に
な
っ
た
の
は
、
ご
み
発
電
だ
け

で
電
力
が
不
足
す
る
場
合
に
東
京

ガ
ス
が
所
有
す
る
発
電
所
を
活
用

す
る
た
め
だ
。

　

設
立
当
初
は
、
電
気
の
小
売
り

【第７節：海辺の環境保全】
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２００６年１０月に、東京二十三区清掃一部事務組合と
東京ガス株式会社の共同出資により設立された。清掃
工場の運転管理事業のアウトソーシングを推進するこ
と、および清掃工場でつくられる電気の効率的な販売
を目的としている。

学校に配られる東京エコサービスのポスター。

　

今
年
５
月
に
同
協
会
主
催
の
「
第
６
回
ビ

ー
チ
ラ
イ
フ
in
お
台
場
」
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
一
般
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
な

ど
各
種
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
家
族
連
れ
が
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
こ
の
７
月
に
は
、
東
京
都
港
区
の
お

台
場
ビ
ー
チ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ー
ト
展
も
開

催
さ
れ
る
。
一
般
公
募
し
た
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
な
ど
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン
ト
し
て
洗
濯

物
を
干
す
よ
う
に
展
示
。
公
募
作
品
の
テ
ー

マ
は
「
大
好
き
な
ビ
ー
チ
を
大
切
に
し
て
ゆ

日本ビーチ文化振興協会
http://www.jbeach.jp/

ビーチライフは
エコライフ

こ
う
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
来
場
者
の

投
票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を
決
め
る
。

　
「
日
本
人
は
ど
う
し
て
も
、
海
に
行
く
と

〝
遊
ば
な
き
ゃ
〞〝
楽
し
ま
な
き
ゃ
〞
と
い
う

思
い
が
先
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
散
歩

や
読
書
な
ど
特
に
明
確
な
目
標
を
持
た
ず
と

も
、
海
辺
は
も
っ
と
気
軽
に
利
用
で
き
る
も

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
く
つ
ろ
ぎ
の

〝
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
〞
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
一
部
と
し
て
、
も
っ
と
ビ
ー
チ
を
有

効
活
用
し
て
ほ
し
い
。
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
も
そ
ん
な
思
い
の
表
れ
な
の
で
す
。
特
に

今
夏
は
、
多
く
の
人
が
海
辺
で
過
ご
す
こ
と

で
、
政
府
が
推
進
す
る
節
電
に
も
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
同
氏
）

小
中
学
校
へ
電
力
供
給
中

ごみを電気にリサイクル
エネルギーの地産地消

電力小売り
事業の流れ

東京エコサービス

清掃工場

ごみ発電で
つくった電気

電力会社

23区の小中学校など

電力会社の送電線
経由で安定供給 ごみ

緊急時
バックアップ

東京ガス

不足電力を供給

電力会社の送電線電力会社の送電線

を
行
う
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規
模
電
気

事
業
者
）
に
ご
み
発
電
の
電
気
を

卸
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
自
ら

Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
し
て
経
済
産
業
省
に
届

出
し
、
他
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
へ
の
販
売
と

と
も
に
２
０
１
０
年
度
に
は
23
区

内
の
84
の
小
中
学
校
に
販
売
を
開

始
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
学
校
に

は
発
電
の
由
来
を
伝
え
る
ポ
ス
タ

ー
も
配
り
、
環
境
教
育
に
も
役
立

っ
て
い
る
。

　

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と

し
て
の
電
力
小
売
り
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
て
い
く
こ
と
で
、
住
民
福

祉
を
少
し
で
も
支
え
る
存
在
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ご
み
の
収
集
運
搬
か

ら
発
電
に
至
る
ま
で
の
流
れ
が
、

清
掃
事
業
の
一
つ
の
姿
と
し
て
定

着
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

海
辺
は
も
っ
と
身
近
な
も
の

ビーチスポーツに
Tシャツのアート展
ビーチスポーツに
Tシャツのアート展

これまでに回収されたキャップの数は
47万2150個（2011年5月現在）。

回収されたキャップは業者によって環境
負荷の少ない素材へ再加工。

素材の内部を発泡処理しているため、
腐食しにくく耐久性が高い。

東京エコサービス株式会社
http://www.tokyoecoservice.co.jp/

http://www.nt-e.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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日
本
テ
ク
ノ
新
宿
本
社
社
員
が
中

心
と
な
り
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
作
業
員
に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
寄
せ
書
き
が
作
成
さ
れ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
と
安
全
へ
の
願
い
、

そ
れ
に
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
寄
せ
書
き

は
、
東
京
電
力
の
担
当
者
に
渡
さ

れ
、
現
地
へ
送
ら
れ
た
。
書
き
込
ま

れ
た
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
、
日
本

の
未
来
の
た
め
に
尽
力
す
る
作
業
員

が
無
事
に
戻
れ
る
よ
う
に
と
願
う
温

　

今
夏
の
電
力
供
給
不
足
に
向

け
た
イ
ン
バ
ー
タ
発
電
機
の
販

売
も
開
始
し
て
い
る
。
定
格
出

力
１
・
２
ｋ
Ｖ
Ａ
の
「
Ｓ
Ｐ
Ｇ

12 

Ai
」
と
同
３
・
０
ｋ
Ｖ
Ａ
の

「
Ｓ
Ｐ
Ｇ
30 

Ai
」
２
機
種
。
パ

ル
ス
幅
制
御
に
よ
り
質
の
高
い

電
気
供
給
が
可
能
。
安
定
し
た

周
波
数
の
電
源
が
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
や
マ
イ
コ
ン
内
蔵
の
家
電

に
も
安
心
し
て
使
用
で
き
る
。

利
用
す
る
機
器
に
合
わ
せ
50 

Hz

と
60 

Hz
の
切
り
替
え
が
で
き
る

「
周
波
数
切
替
ス
イ
ッ
チ
」
も

搭
載
。
２
０
１
１
年
４
月
14
日

に
予
約
受
付
を
開
始
し
、
初
回

販
売
分
が
数
日
で
完
売
し
た
大

好
評
の
商
品
だ
。

か
な
気
づ
か
い
が
う
か
が
え
る
。
書

き
込
み
を
し
た
社
員
の
一
人
は
「
参

加
者
全
員
が
、
応
援
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
の
も
と
一
つ
に
な
れ
た
気
が

す
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　

以
下
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
。

　
「
日
本
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
日
本
の
未
来
を
子
供
の
未
来
を

皆
様
に
託
し
て
い
ま
す
」

　
「
大
変
な
作
業
が
続
く
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
無
事
に
戻
ら
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
」

　
「
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
心
は
一
つ
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
笑
顔

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
」

　
「
い
つ
も
頼
り
き
り
で
ゴ
メ
ン
な
さ

い
。
お
身
体
大
切
に
」　

　

発
電
機
と
同
様
に
今
夏
の
省

エ
ネ
対
策
と
し
て
日
本
テ
ク
ノ

が
発
売
し
た
の
が
気
化
熱
式
大

型
冷
風
機
「
Ｅ
Ａ
Ｃ 

１
・
５

Ａ
」。
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
は

使
用
で
き
な
い
が
、
工
場
、
倉

庫
、
作
業
場
、
広
場
、
店
舗
入

口
な
ど
で
の
使
用
に
最
適
。

　

水
が
蒸
発
す
る
と
き
空
気
中

の
熱
を
奪
っ
て
い
く
気
化
熱
を

利
用
し
た
冷
風
機
。
下
部
に
貯

水
用
の
タ
ン
ク
が
あ
り
、
そ
の

水
を
冷
却
エ
レ
メ
ン
ト
に
散

水
。
そ
こ
に
送
風
フ
ァ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
風
が
あ
た
り
、
水
の

気
化
熱
に
よ
っ
て
冷
風
が
吹
き

出
さ
れ
る
仕
組
み
。
エ
ア
コ
ン

と
は
異
な
り
熱
交
換
式
で
は
な

い
た
め
廃
熱
が
な
く
、
節
電
に

つ
な
が
る
。

　

２
０
１
１
年
７
月
、
日
本
テ
ク
ノ

は
、
電
気
の
「
見
え
る
化
」
第
４
弾

と
し
て
、
時
計
と
電
力
使
用
状
況

の
表
示
を
結
合
さ
せ
た
『SMART 

CLOCK

（
ス
マ
ー
ト 

ク
ロ
ッ
ク
）』

の
発
売
を
開
始
す
る
。

　

ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
は
、
同
社
の

主
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
工
場
・
オ
フ

ィ
ス
・
店
舗
な
ど
の
事
業
用
施
設
だ

け
で
な
く
一
般
家
庭
へ
の
導
入
も
考

慮
し
た
電
気
の
「
見
え
る
化
」
ツ
ー

ル
。
壁
掛
け
時
計
の
周
囲
に
消
費
電

力
の
少
な
い
60
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

を
組
み
込
ん
だ
も
の
。
ス
マ
ー
ト
ク

ロ
ッ
ク
を
利
用
す
れ
ば
、
時
間
と
と

も
に
変
化
す
る
電
気
の
使
用
状
況
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

　

発
光
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
基
本

色
は
３
種
類
。
電
気
の
使
い
方
が
良

好
な
と
き
は
緑
色
、
注
意
が
必
要
な

場
合
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
使
い
過
ぎ
な

ら
赤
色
で
表
示
さ
れ
る
。
使
い
過
ぎ

の
場
合
は
「
電
力
が
オ
ー
バ
ー
し
そ

う
で
す
」
な
ど
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
指
定
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
鳴
ら
す

こ
と
も
で
き
る
。

　

ど
れ
だ
け
の
電
力
使
用
量
を
「
使

い
過
ぎ
」
と
す
る
か
の
目
標
値
は
、

用
途
や
環
境
に
応
じ
て
設
定
可
能
。

自
分
で
決
め
た
目
標
値
を
設
定
で
き

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
日
と
の
比
較

で
設
定
し
た
り
、
１
週
間
前
の
使
用

実
績
に
応
じ
て
目
標
値
を
変
化
さ
せ

る
な
ど
複
数
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
表
示
方
法
も
各
種
選
択

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
電
力

使
用
量
を
％
表
示
さ
せ
る
「
現
在
デ

マ
ン
ド
モ
ー
ド
」
で
は
、
目
標
値
に

対
し
使
用
率
が
50
％
の
と
き
に
は
、

12
時
か
ら
３
時
の
位
置
に
あ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
点
灯
、
１
０
０
％
に
な
る
と
12

時
か
ら
６
時
の
位
置
の
右
半
分
ま
で

点
灯
数
が
増
え
る
。
電
力
使
用
量
が

増
え
れ
ば
、
点
灯
数
が
多
く
な
る
仕

組
み
だ
。
し
か
も
、
そ
の
量
に
応
じ

て
緑
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
、
赤
色
の
色

分
け
表
示
が
な
さ
れ
る
の
で
、
一
目

で
節
電
行
動
を
促
せ
る
。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
は
既

存
商
品『SMARTMETER ERIA

（
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー 

エ
リ
ア
）』
の
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
販
売
さ
れ
る
。涼しく節電、冷風機

福島へ応援メッセージ

商品●商品●
展
開
　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２
０
１
１
年
７
月
発
売
予
定
の

ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
、
今
夏
の
電
力
供
給
不
足
に
貢
献

す
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
発
電
機
、
節
電
に
役
立
つ
冷
風

機
と
い
っ
た
新
た
な
商
材
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
商
品
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
省
エ
ネ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
い
か
し
た
同
社
な
ら
で
は
の
商
品

展
開
だ
。

拠点●拠点●
情
報
　

２
０
１
１
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
日
本
テ
ク
ノ
は

拠
点
の
拡
充
に
力
を
注
い
で
い
る
。
新
宿
本
社
は
、
そ

れ
ま
で
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
２
つ
の
フ
ロ
ア
に
分
か

れ
て
い
た
複
数
の
部
署
を
51
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集

結
。
そ
こ
に
は
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
新
設
す
る
。
ま
た
金

沢
、
姫
路
、
高
松
の
そ
れ
ぞ
れ
に
営
業
所
を
開
設
し
、

全
国
10
ブ
ロ
ッ
ク
す
べ
て
に
出
店
を
完
了
し
た
。

もしもの停電にも安心
一目でわかる節電タイミング

もしもの停電にも安心

　

２
０
１
１
年
７

月
24
日
、
日
本
テ

ク
ノ
は
組
織
・
規

模
の
さ
ら
な
る
拡

大
と
躍
進
を
に
ら

み
本
社
を
移
転
す

る
。
新
拠
点
で
の

営
業
開
始
は
翌
７

月
25
日
か
ら
。

　

こ
れ
ま
で
新
宿

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

46
階
に
あ
っ
た
営

業
本
部
な
ど
の
部

署
と
50
階
に
あ
っ

た
管
理
部
門
な
ど

を
51
階
の
ワ
ン
フ

ロ
ア
に
移
転
。
こ

の
管
理
部
門
や
営

業
本
部
の
ほ
か
に

も
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル

に
在
籍
し
て
い
た
保
安
部
や
技
術

サ
ー
ビ
ス
部
の
役
員
な
ど
も
集
結
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
事
業
部
の
本
部
機

能
が
、
新
宿
の
本
社
に
集
約
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
フ
ロ
ア
に
はSMARTMETER 

ERIA

やSMART CLOCK

と
い
っ

た
商
品
群
を
は
じ
め
、
日
本
テ
ク
ノ

の
事
業
全
体
が
一
目
で
わ
か
る
ジ

オ
ラ
マ
模
型
、
沿
革
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
「
日
本
テ
ク
ノ
の
歴
史
」
な

ど
を
展
示
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も

設
置
。
さ
ら
に
、
約
１
２
０
席
を
確

保
で
き
る
研
修
室
も
新
た
に
設
け
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
46
階
と
50
階
の
２
つ
を

合
わ
せ
て
約
３
３
０
坪
だ
っ
た
フ
ロ

ア
面
積
も
、
51
階
の
全
フ
ロ
ア
を
貸

し
切
る
こ
と
で
、
約
６
３
０
坪
と
ほ

ぼ
倍
に
広
が
る
。

51
階
へ
移
転
、機
能
集
約

震災●震災●
対
応

新規営業所３拠点を新設
　

２
０
１
１
年
４
月
、
日
本
テ
ク
ノ

は
金
沢
、
姫
路
、
高
松
の
３
カ
所
に

新
た
な
営
業
所
を
開
設
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
全

国
10
経
済
産
業
局
管
轄
（
電
力
・
ガ

ス
事
業
北
陸
支
局
、
沖
縄
総
合
事
務

局
経
済
産
業
部
含
む
）
の
す
べ
て
に

出
店
が
完
了
。
日
本
全
国
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

各
営
業
所
の
所
在
地
な
ど
は
以
下

の
通
り
。

▲金沢営業所があるポ
ルテ金沢（石川県金沢
市）。 姫路営業所があ
るパラシオ第２ビル（兵
庫県姫路市）。▼高松営
業所がある高松シンボ
ルタワー（香川県高松
市）。

全国10ブロックへ出店完了

【
金
沢
営
業
所
】

石
川
県
金
沢
市
本
町
２
│

15
│

１ 

　

ポ
ル
テ
金
沢
７
階 

電
話
：
０
７
６
│

２
２
１
│

２
４
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
６
│

２
２
１
│

２
４
５
２

【
姫
路
営
業
所
】

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０　

　

パ
ラ
シ
オ
第
２
ビ
ル
７
０
２
号 

電
話
：
０
７
９
│

２
２
５
│

７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
９
│

２
２
５
│

７
１
０
２

【
高
松
営
業
所
】

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２
│

１

　

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
12
階 

電
話
：
０
８
７
│

８
１
１
│

６
１
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
７
│

８
１
１
│

６
１
８
６

日本テクノ本社さらに高く
ショールーム、約120席の研修室も新設

【
新
本
社
】

〒
１
６
３
│
０
６
５
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
│
25
│
１

　
　
　
　

新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階

電
話 :

０
３
│
３
３
４
９
│
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ :

０
３
│
３
３
４
９
│
１
１
１
２

研修室

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

新宿センタービル51階
約６３０坪の全フロア

他拠点の本部機能も集結

https://www.n-techno.co.jp/smartclock/
https://www.n-techno.co.jp/spg/
http://www.nt-e.jp/eac/
http://www.nt-e.jp/eac/
https://www.n-techno.co.jp/spg/
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陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
運
用

を
開
始
し
た
。
同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
東
京
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
や
高
崎
駅

新
幹
線
ホ
ー
ム
な
ど
に
太
陽
光
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
き
た
が
、
今
回
の
導
入

は
、
同
社
最
大
規
模
。
パ
ネ
ル
設
置
面

積
は
、
約
４
９
０
０
平
方
㍍
、
約
２
５

０
０
枚
の
パ
ネ
ル
が
使
わ
れ
て
お
り
、

東
京
駅
に
こ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
約
10
倍
の
規
模

で
、
年
間
発
電
量
は
約
３
４
０

㍗
時

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ホ
ー
ム
の
一
部
か
ら
は
、
太
陽
光
シ

ス
テ
ム
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
待

合
室
や
ホ
ー
ム
な
ど
４
カ
所
に
は
、
発

電
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
モ

ニ
タ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
駅
の
利
用

者
は
気
軽
に
、
そ
の
時
々
の
発
電
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
首
都
圏
の
主
な
鉄
道
会

社
で
も
、
京
王
線
沿
線
で
４
駅
、
小
田

急
線
で
は
７
駅
、
西
武
線
で
は
４
駅
、

東
急
線
で
は
３
駅
の
屋
根
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
京
王
井
の

頭
線
永
福
町
駅
の
駅
ビ
ル
で
は
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
同
じ
く
省
エ
ネ

効
果
を
期
し
て
設
計
さ
れ
た
屋
上
庭
園

の
照
明
で
使
用
す
る
電
力
相
当
分
を
発

電
し
て
い
る
。
ま
た
西
武
池
袋
線
の
武

蔵
藤
沢
駅
で
は
、
太
陽
光
と
風
力
を
併

用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
発
電
し
た
電
力
は
蓄
電
池
に

蓄
え
ら
れ
、街
路
灯
に
使
用
し
て
い
る
。

　

個
別
の
発
電
量
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
い

も
の
だ
が
、
各
駅
が
工
夫
を
こ
ら
し
た

太
陽
光
発
電
の
利
用
に
取
り
組
み
始
め

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
最
近
で
は
駅

だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

な
ど
の
複
合
商
業
施
設
で
も
、
広
い
敷

地
を
利
用
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

東
京
駅
は
、
一
日
に
約
40
万
人
も
の

人
が
利
用
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
。
多
く

の
人
々
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
通
勤
・
通
学
の

途
中
で
、
ま
た
夏
休
み
の
旅
行
の
つ
い

で
に
、
駅
の
屋
根
を
見
上
げ
て
、
こ
う

し
た
発
電
設
備
を
探
し
て
み
る
の
も
面

白
い
。

エコテナントユーザーレポート

東京・神田
水島ビル

グローバルエステート 株式会社

で
個
別
の
請
求
書
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
入
金
し

て
も
ら
う
。

　

水
島
ビ
ル
の
管
理
を
担
当

す
る
白
鳥
一
典
さ
ん
は
「
そ

れ
ま
で
は
、
私
が
毎
月
各
フ

ロ
ア
の
子
メ
ー
タ
ー
を
検
針

し
て
、
そ
れ
を
計
算
式
に
当

て
は
め
請
求
金
額
を
算
出
し

て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
一
度

も
間
違
い
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
人
間
の
や
る
こ
と
で

す
か
ら
、
ミ
ス
が
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
検
針

や
料
金
計
算
に
は
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
」

と
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
前
の

状
況
を
振
り
返
る
。

　

各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気
料
金

精
算
を
代
行
す
る
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
信

機
能
を
使
っ
た
自
動
検
針
シ

ス
テ
ム
。
人
為
的
な
ミ
ス
は

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。
白

鳥
さ
ん
は
自
ら
の
請
求
業
務

が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
テ
ナ
ン
ト
に
対
し
て
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
語
る
。

　

先
頃
は
、
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
節
電
に
役
立
つ
電
力
利
用

状
況
分
析
表
の
提
出
も
受
け

た
。
見
や
す
く
グ
ラ
フ
化
さ

れ
た
デ
ー
タ
で
、
省
エ
ネ
活

動
も
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

東
京
都
千
代
田
区
。
神
田

駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
ビ
ジ
ネ

ス
街
に
あ
る
水
島
ビ
ル
。
地

上
９
階
、
地
下
２
階
、
ワ
ン

フ
ロ
ア
が
70
坪
ほ
ど
の
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
だ
。
地
下
２
階
の

管
理
室
お
よ
び
電
気
室
と
、

１
階
の
オ
フ
ィ
ス
家
具
な
ど

を
扱
う
店
舗
以
外
は
す
べ
て

オ
フ
ィ
ス
。
借
り
主
の
中
に

は
40
年
以
上
、
継
続
し
て
入

居
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
も
あ

り
、
そ
こ
か
ら
も
同
ビ
ル
の

設
備
や
立
地
の
良
さ
が
う
か

が
え
る
。

　

同
ビ
ル
で
は
、
日
本
テ
ク

ノ
の
電
気
保
安
管
理
サ
ー
ビ

ス
を
以
前
か
ら
利
用
し
て
い

た
。
営
業
担
当
者
か
ら
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
と
い
う
新
サ
ー
ビ

ス
の
提
案
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
煩
雑
だ
っ
た
電
気
料
金
の

請
求
管
理
業
務
が
不
要
に
な

る
こ
と
を
知
り
、
導
入
を
決

め
た
。

　

一
般
的
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

の
電
気
料
金
は
、
電
力
会
社

か
ら
一
括
で
ビ
ル
の
所
有
者

に
請
求
さ
れ
、
両
者
間
で
決

済
さ
れ
る
。
よ
っ
て
オ
ー
ナ

ー
と
テ
ナ
ン
ト
の
間
は
、
別

途
の
精
算
が
必
要
だ
。
オ
ー

ナ
ー
は
各
テ
ナ
ン
ト
に
設
置

さ
れ
た
子
メ
ー
タ
ー
の
数
値

を
も
と
に
自
ら
計
算
し
て
各

料
金
を
割
り
出
す
。
そ
の
上

請求管理業務が不要になり
精神的なゆとりが生まれました 電気室に設置された自動監視装置。

請求管理業務が不要になり

年末でもすぐに駆けつけ復旧作業
緊急応動は24時間365日

「
事
故
翌
日
も
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
」

　

２
０
１
０
年
12
月
28
日
17
時
52

分
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
自
動
車
株
式
会
社 

名
古
屋
第
二
営
業
部
が
、
突
然
の
停

電
に
見
舞
わ
れ
た
。
停
電
通
報
は
日

本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
に
自
動
送

信
さ
れ
、
同
社
部
長
の
森
泰
雄
さ
ん

か
ら
現
場
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、

電
気
管
理
技
術
者
に
も
出
動
を
要
請

し
た
。
翌
日
に
仕
事
納
め
を
控
え
た

日
。
ま
さ
に
そ
の
年
を
締
め
く
く
ろ

う
と
す
る
矢
先
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

停
電
か
ら
約
30
分
後
に
技
術
者
の

宮
島
武
秀
が
現
場
に
到
着
。
す
ぐ
に

点
検
作
業
を
開
始
し
、
落
雷
に
よ
っ

て
Ｐ
Ａ
Ｓ
（
高
圧
負
荷
開
閉
器
）
が

社
を
緊
急
招
集
。
22
時
30
分
か
ら
Ｐ

Ａ
Ｓ
交
換
・
停
電
復
旧
作
業
を
開
始

し
た
。
工
事
が
無
事
完
了
し
受
電
が

再
開
さ
れ
た
の
は
、
翌
12
月
29
日
の

深
夜
１
時
43
分
だ
っ
た
。

　

森
さ
ん
は
当
時
の
状
況
を
振
り
返

り
「
技
術
者
の
宮
島
さ
ん
は
、
わ
ず

か
30
分
で
現
場
ま
で
来
て
く
れ
、
点

検
か
ら
工
事
業
者
の
手
配
、
そ
し
て

復
旧
ま
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
く
れ

ま
し
た
。
迅
速
で
適
切
な
対
応
に
は

安
心
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
ね
。
こ
の

と
き
年
内
の
納
品
は
１
日
も
遅
ら
せ

ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
も
し
遅
れ

れ
ば
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
損
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
事
故

翌
日
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
業

務
を
再
開
で
き
た
。
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

な
お
今
回
Ｐ
Ａ
Ｓ
交
換
工
事
に
か

か
っ
た
約
28
万
円
は
テ
ク
ノ
保
証
サ

ー
ビ
ス
に
よ
り
全
額
保
証
さ
れ
た
。

日本テクノから提供
された電力利用状況
の分析表。節電が必
要になるこれからの
時期、効率的な省エ
ネの方法を検討して
いく上で欠かせない
情報になる。

　

２
０
１
１
年
３
月
、
病
院
に
併

設
し
た
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

ほ

の
ぼ
の
」
に
、太
陽
光
発
電
設
備
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
日
射
フ
ィ
ル
ム
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
導
入
さ
れ
た
。
導
入
に

際
し
て
、
日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業

部
が
補
助
金
申
請
の
代
行
、
設
置

工
事
を
担
当
し
た
。

　

30
㌔
㍗
の
大
型
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
、
隣
に
あ
る
病
院
の
屋
上
に
設

置
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
介
し
て
電
力

を
送
る
仕
様
。
年
間
予
想
発
電
量

は
約
３
万
２
５
０
０
㌔
㍗
時
。
そ

れ
に
加
え
、
す
べ
て
の
照
明
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
変
更
し
、
館
内
の
窓
の
98

％
に
日
射
フ
ィ
ル
ム
を
施
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
全
体
で
35
・
８
％
の

省
エ
ネ
率
が
見
込
め
る
。

　

太
陽
光
に
よ
る
日
々
の
発
電
量

は
病
院
ロ
ビ
ー
に
あ
る
モ
ニ
タ
で

来
院
者
も
確
認
で
き
る
。
宗
近
病

院
の
事
務
部
長
・
本
田
元
昭
さ
ん

は
「
来
院
さ
れ
る
方
々
か
ら
、
と

て
も
良
い
活
動
だ
と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
」と
話
す
。

　

今
回
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

国
土
交
通
省
の
「
建
築
物
省
エ
ネ

改
修
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
費
用

の
う
ち
約
３
分
の
１
の
補
助
金
が

受
け
ら
れ
た
。
補
助
金
を
受
け
る

に
は
、
建
物
全
体
で
お
お
む
ね
10

％
以
上
の
省
エ
ネ
効
果
が
あ
る
な

ど
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
事
業
部
で
は

そ
の
条
件
を
、
太
陽
光
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

と
日
射
フ
ィ
ル
ム
を
加
え
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
で
ク
リ
ア
さ

せ
た
。

　

本
田
さ
ん
は
「
環
境
に
対
し
て

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
導

入
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
を
決
断
で
き
た
の
は
補
助
金
の

お
か
げ
で
す
。
し
か
し
補
助
金
申

請
の
締
め
切
り
ま
で
は
非
常
に
短

い
期
間
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
日

本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
速
や
か
な
対
応

で
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
高
く
評
価
す
る
。

　

省
エ
ネ
以
外
に
も
、
合
成
洗
剤

の
使
用
を
な
る
べ
く
控
え
る
た

め
、
水
を
ア
ル
カ
リ
性
・
酸
性
に

分
離
し
て
洗
浄
に
利
用
す
る
機
器

を
導
入
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
た
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
同

法
人
。
今
後
も
補
助
金
や
助
成
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
設

備
の
導
入
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

日本テクノSG事業部　エコパッケージ導入事例

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

開
放
し
た
こ
と
が
原
因
と
わ
か
っ

た
。
森
さ
ん
は
早
急
な
復
電
を
依
頼

し
、
18
時
50
分
に
一
時
的
な
通
電
は

で
き
た
が
、
そ
の
１
時
間
後
に
Ｓ
Ｏ

通勤・通学編

気づかぬうちに毎日利用

40万人の頭上に太陽のちから

　

朝
の
通
勤
・
通
学
の
途
中
、
駅
の
ホ

ー
ム
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
す

る
機
会
が
あ
る
。
沿
線
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
観
光
地
案
内
な
ど
と
一
緒
に
、
最

近
は
各
鉄
道
会
社
が
取
り
組
む
、
環
境

活
動
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

普
段
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
駅
な
ど

の
公
共
施
設
の
照
明
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
一
部
が
、
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
発
電
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

■　
　
　
　

■

　

２
０
１
１
年
２
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

東
京
駅
で
は
東
海
道
線
の
ホ
ー
ム
に
太

オール電化生活

わが家の

　

埼
玉
県
狭
山
市
に
あ
る
市
立
入
間

川
小
学
校
は
、
文
部
科
学
省
が
認
定

す
る
埼
玉
県
初
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の

共
生
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
。
太
陽

光
パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
で
つ
く
り
出

さ
れ
た
電
力
が
校
門
の
夜
間
灯
や
校

内
の
照
明
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
同

校
で
の
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
、

校
長
の
千
葉
收
さ
ん
に
伺
っ
た
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

８
時
20
分
、
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
を
終

え
た
入
間
川
小
学
校
６
年
生
の
児
童

約
１
０
０
人
が
教
室
に
集
ま
っ
て
き

た
。
同
校
で
は
毎
週
水
曜
日
の
朝
の

約
10
分
間
、
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て

朝
会
が
開
か
れ
る
。
こ
の
朝
会
、
月

に
１
回
は「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ミ
ニ
学
習
」

の
時
間
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
節
電
で
救

え
る
地
球
環
境
！
」。
家
庭
で
で
き

る
節
電
に
つ
い
て
、先
生
か
ら
の「
家

庭
で
使
用
す
る
電
気
の
約
４
分
の
１

は
エ
ア
コ
ン
。
一
日
に
約
20
円
の
電

気
料
金
が
か
か
り
ま
す
」
と
い
う
話

に
、
児
童
た
ち
か
ら
は
「
意
外
と
少

な
い
」と
い
う
反
応
が
返
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
視
点
を
変
え
て
、
６
年
生

約
１
０
０
人
の
家
庭
で
１
カ
月
間
エ

ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と
、
約
６
万
円

の
電
気
代
が
か
か
る
と
い
う
話
に
な

る
と
、
今
度
は
高
額
な
電
気
代
に
驚

き
の
声
が
上
が
る
。

　

自
分
た
ち
は
ど
ん
な
節
電
が
で
き

る
か
。
児
童
か
ら
「
家
で
は
別
々
の

部
屋
に
い
る
の
で
は
な
く
、
家
族
が

１
つ
の
部
屋
で
過
ご
そ
う
」「
テ
レ

ビ
を
見
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
く
よ
う
に
し
よ
う
」
な
ど
家

庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
の
ア
イ
デ
ア
が

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
先
生

か
ら
は
「
テ
レ
ビ
は
、
一
人
ひ
と
り

が
見
る
時
間
を
30
分
ず
つ
減
ら
す
だ

け
で
も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
大
き
な

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
ね
」
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
向
け
ら
れ
る
。

　

同
校
は
文
科
省
認
定
の
「
エ
コ
ス

ク
ー
ル
」。
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
で
つ
く
ら
れ
る
電
気
の

発
電
量
は
、
年
間
で
約
２
万
１
０
０

０
㌔
㍗
時
。
講
堂
（
体
育
館
）
の
照

明
設
備
の
80
％
を
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
室
内
プ
ー
ル
は
、

太
陽
熱
を
利
用
し
て
室
内
を
温
め
る

こ
と
で
、
５
月
半
ば
か
ら
９
月
ま
で

の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
が
可
能

だ
。
こ
う
し
た
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し

　

自
動
車
部
品
・
用
品
の
専
門
商
社
で
あ
る
エ
ン
パ
イ
ヤ
自
動

車
株
式
会
社
。
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
に
も
拠
点
を
持
つ
同
社

で
主
に
中
部
・
西
日
本
を
中
心
に
、
数
万
も
の
ア
イ
テ
ム
の
流

通
を
担
う
の
が
、
愛
知
県
西
春
日
井
郡
に
あ
る
名
古
屋
第
二
営

業
部
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
年
の
年
末
、
そ
ん
な
流
通
拠
点
で
落
雷
に
よ
る
停

電
事
故
が
起
こ
っ
た
。
翌
日
に
仕
事
納
め
を
す
る
予
定
の
同
社

に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
非
常
事
態
。
停
電
か
ら
復
旧
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
追
っ
た
。

上：事故当日のPAS交換工事の様子（交換用
PASの耐圧試験）。下：現在稼働中のキュービ
クルと電柱上のPAS。

2010年 12月28日（火）
 17:52 停電事故発生
 17:55  落雷による停電と確

認し、緊急応動
 18:30  電気管理技術者が

連絡を受け現場へ急
行。点検開始

 18:50  原因判明。一時復電。
 19:41  SOG の作動により、

再停電
 22:30 PAS交換工事開始

2010年 12月29日（水）
 1:43 停電復旧作業完了

事故発生から復旧まで

て
の
特
徴
や
仕
組
み
は
、
６
年
間
を

通
し
て
繰
り
返
し
学
習
し
て
い
く
。

朝
の
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ミ
ニ
学
習
」
は

そ
の
学
習
体
系
の
中
の
一
部
分
。

　

校
長
の
千
葉
さ
ん
も
こ
う
話
す
。

「
４
年
生
で
は
『
総
合
的
な
学
習
の

時
間
』
を
利
用
し
て
地
元
の
漁
業
協

同
組
合
の
協
力
の
も
と
、
入
間
川
で

の
地
引
き
網
漁
を
体
験
し
ま
す
。
地

元
な
ら
で
は
の
自
然
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
環
境
意
識
を
高
め
て
い
く

の
で
す
。
環
境
教
育
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
は
〝
意
識
づ
け
〞。
便
利
な

生
活
は
一
見
い
い
よ
う
に
見
え
る
け

れ
ど
、
必
ず
失
う
も
の
が
あ
る
。
環

境
を
守
る
意
識
を
一
人
ひ
と
り
の
児

童
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
持
つ
こ

と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

繰
り
返
し
の
学
習
、体
験
の
中
で
、

児
童
た
ち
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意

識
は
、
少
し
ず
つ
だ
が
確
実
に
高
ま

っ
て
い
く
。

大切なことは“意識づけ”
入間川の自然から学ぶもの

【
第
二
回
】
　入
間
川
小
学
校
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
ミ
ニ
学
習

シリーズ

▲施設の外観。 病院屋上
に太陽光パネルを設置し、
ケーブルを介して併設する
施設へ電力を供給している。

　

医
療
法
人
社
団 

二
山
会 

宗
近
病
院
（
広
島
県
東
広
島
市
）
は
、
介
護

老
人
保
健
施
設
ゆ
う
ゆ
う
の
園
、
東
広
島
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か

複
数
の
施
設
を
併
設
し
た
医
療
法
人
。
開
放
医
療
を
基
本
に
、
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
確
保
と
施
設
の
近
代
化
に
努
め
、
新
し
い
時
代
の
精
神
科
医
療
、
老

人
・
認
知
症
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

６年生の朝会の様子。

愛
知
県
西
春
日
井
郡
に
あ
る
エ

ン
パ
イ
ヤ
自
動
車
株
式
会
社 

名
古
屋
第
二
営
業
部
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
用
品
や
工
具
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
自
動
車
用
品
を
扱

う
専
門
商
社
。

Ｇ
（
高
圧
気
中
開

閉
器
）
が
作
動
し

た
こ
と
で
再
び
停

電
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
日
本
テ
ク

ノ
は
翌
日
か
ら
の

業
務
に
支
障
が
な

い
よ
う
早
期
の
復

旧
を
望
む
森
さ
ん

か
ら
の
要
請
を
受

け
、
協
力
工
事
会

太
陽
光
発
電
・
照
明
・
熱
環
境
改
善

施
設
全
体
で
35
・８
％
の
省
エ
ネ

省エネ
設備改善

http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 夏季　【季刊】

http://www.eria.jp/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 夏季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。
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沖
縄
県
う
る
ま
市
に
あ
る

有
限
会
社
ニ
ュ
ー
三
和
は
、

結
婚
式
や
披
露
宴
を
は
じ

め
、
各
種
宴
会
や
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

な
ど
を
企
画
・
運
営
す
る
総

合
宴
会
施
設
。
利
用
客
の
ほ

と
ん
ど
が
施
設
ス
タ
ッ
フ
に

対
し
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑

顔
を
残
し
て
い
く
場
所
。
沖

縄
の
お
祝
い
文
化
を
支
え
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

も
高
く
「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
や
り
方
で
省
エ
ネ
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
」
と
代

表
取
締
役
の
仲
村
靖
さ
ん
。

機
利
用
の
方
法
が
、
必
ず
し

も
デ
マ
ン
ド
抑
制
に
つ
な
が

ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
前
堂
英
世

さ
ん
は
「
施
設
内
に
は
２
階

と
４
階
に
４
５
０
名
が
利
用

可
能
な
大
ホ
ー
ル
が
１
部
屋

ず
つ
あ
り
、
３
階
に
は
大
き

さ
の
違
う
ホ
ー
ル
が
４
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
２

階
と
４
階
を
同
時
に
使
用
す

る
日
に
発
電
機
を
使
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
２
ホ
ー

ル
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、
３

階
が
未
使
用
の
と
き
に
は
発

電
機
を
使
わ
な
い
ほ
う
が
デ

マ
ン
ド
を
お
さ
え
ら
れ
る
場

合
が
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
説

明
す
る
。
せ
っ
か
く
の
ア
イ

デ
ア
も
、
逆
効
果
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
電
気

の
「
見
え
る
化
」
は
そ
ん
な

失
敗
を
防
げ
る
ツ
ー
ル
だ
と

認
識
で
き
た
。

　
「
数
値
的
な
状
況
が
わ
か

っ
て
、
初
め
て
具
体
的
に
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
次
の

行
動
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
取
り
組
み
に
迷
い

が
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
仲

村
さ
ん
は
、
次
の
省
エ
ネ
活

動
を
思
い
描
い
て
い
た
。

削
減
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
活
動
が

「
見
え
る
化
」で
判
明沖縄県うるま市田場1100-10

TEL　098（974）3370
URL　http://www.newsanwa.com/
設立●1998 年
従業員数● 32名
業務内容●総合結婚式場

有限会社 ニュー三和

有
限
会
社 

ニ
ュ
ー
三
和

　

佐
賀
県
佐
賀
市
に
あ
る
有

限
会
社
ダ
イ
ワ
鈑
金
塗
装
工

業
は
自
動
車
の
販
売
、整
備
、

鈑
金
塗
装
修
理
を
中
心
に
、

地
元
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
き
た
社
歴
40
年

を
超
え
る
企
業
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取

得
に
向
け
た
活
動
の
一
環
と

し
て
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
中

で
、
電
気
の
料
金
体
系
に
お

け
る
デ
マ
ン
ド
の
仕
組
み
を

知
っ
た
。
デ
マ
ン
ド
と
は
基

本
料
金
を
決
め
る
指
標
。
電

気
を
一
度
に
大
量
に
使
う
と

デ
マ
ン
ド
値
が
高
く
な
り
、

そ
の
後
１
年
間
は
ど
ん
な
に

使
用
量
を
お
さ
え
て
も
、
そ

の
デ
マ
ン
ド
値
が
基
本
料
金

に
反
映
さ
れ
、
高
く
な
っ
て

し
ま
う
。

　

専
務
取
締
役
の
小
原
晴
義

さ
ん
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
「
電
気
の
見
え
る
化
」

に
よ
っ
て
デ
マ
ン
ド
は
必
ず

下
げ
ら
れ
る
と
確
信
。
父
親

で
あ
る
社
長
に
提
言
し
て
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
を
決
め
た
。

　
「
見
え
る
化
」
し
て
わ
か

っ
た
の
は
、
デ
マ
ン
ド
が
ピ

ー
ク
に
な
る
時
間
帯
。
決
ま

っ
て
午
後
３
〜
５
時
が
最
大

と
な
る
。
日
が
陰
り
始
め
、

工
場
内
の
照
明
を
点
け
る
時

間
帯
だ
。
そ
れ
が
わ
か
れ

ば
、
対
策
は
講
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
全
部
の
照
明
を

一
気
に
点
け
て
い
た
習
慣
を

改
め
、
半
分
の
点
灯
で
目
を

慣
ら
し
、
時
間
を
あ
け
て
残

り
を
点
灯
す
る
方
法
に
変
え

た
。
ま
た
、
塗
装
を
乾
か
す

た
め
に
使
っ
て
い
る
全
５
機

の
赤
外
線
乾
燥
機
は
、
電
力

使
用
量
が
大
き
い
た
め
、
作

業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範

囲
で
使
用
時
間
が
重
な
ら
な

い
よ
う
従
業
員
同
士
で
調
整

す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
し

た
デ
マ
ン
ド
対
策
に
加
え
、

小
ま
め
な
節
電
を
継
続
し
た

結
果
、
導
入
１
年
目
に
し
て

約
20
万
円
の
電
気
代
削
減
に

成
功
し
て
い
る
。

仕
組
み
を
理
解
し
ピ
ー
ク
掌
握

効
率
的
な
取
り
組
み
で

デ
マ
ン
ド
抑
制
を
実
現佐賀県佐賀市兵庫町大字西渕1673-4

TEL　0952（31）3333
URL　http://daiwa1970.co.jp/
設立●1970 年 7月
従業員数●20 名
業務内容●自動車整備・鈑金塗装ほか

有限会社ダイワ鈑金塗装工業

有
限
会
社
ダ
イ
ワ
鈑
金
塗
装
工
業

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
デ
マ
ン
ド
警

報
が
鳴
る
と
、
全
部
で
１
０

０
台
近
く
あ
る
空
調
の
う
ち

約
半
数
の
ス
イ
ッ
チ
が
近
く

に
い
る
従
業
員
の
手
で
オ
フ

に
さ
れ
る
。
稼
働
を
止
め
る

空
調
の
ス
イ
ッ
チ
に
は
「
エ

コ
」
と
記
さ
れ
た
シ
ー
ル
が

貼
っ
て
あ
る
の
で
、
ど
れ
を

消
せ
ば
よ
い
か
迷
う
こ
と
は

な
い
。

　

株
式
会
社
エ
ド
ウ
イ
ン
土

地
建
物
の
岡
山
物
流
セ
ン
タ

ー
で
は
、
全
従
業
員
が
高
い

省
エ
ネ
意
識
を
持
つ
。

　

西
日
本
唯
一
の
エ
ド
ウ
イ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
物
流
倉
庫
。

エ
ド
ウ
イ
ン
を
中
心
に
リ

ー
、
サ
ム
シ
ン
グ
、
ラ
ン
グ

ラ
ー
な
ど
の
デ
ニ
ム
商
品
３

０
０
０
ア
イ
テ
ム
の
す
べ
て

の
サ
イ
ズ
・
カ
ラ
ー
が
揃
う
。

こ
こ
か
ら
各
商
品
が
全
国
約

１
万
の
売
り
場
に
届
け
ら
れ

て
い
る
。

　

中
心
と
な
っ
て
省
エ
ネ
活

動
を
推
進
す
る
の
は
物
流
部

の
山
内
哲
哉
さ
ん
。「
エ
コ
」

シ
ー
ル
の
仕
掛
け
人
だ
。
山

内
さ
ん
は
各
階
を
見
回
っ

て
、
従
業
員
の
配
置
状
況
と

動
線
を
分
析
し
、
警
報
時
に

な
る
べ
く
業
務
に
支
障
の
な

い
空
調
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
そ
こ
に
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
回
っ
た
。

　

従
業
員
の
一
人
ひ
と
り
に

省
エ
ネ
意
識
が
根
づ
い
た
き

っ
か
け
も
、
山
内
さ
ん
自
ら

が
つ
く
っ
た
。
そ
れ
は
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
に
あ
る
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
年
間
の
電
気
使
用
量
グ

ラ
フ
を
作
成
し
、
全
社
員
に

メ
ー
ル
配
信
し
た
こ
と
。

　
「
ま
ず
は
現
状
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
、
も
っ
と
何

か
す
べ
き
だ
と
考
え
て
も
ら

い
た
か
っ
た
」（
同
氏
）

　

詳
細
な
電
力
の
使
用
状
況

を
知
っ
た
従
業
員
は
、
自
ら

省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。　

デ
ー
タ
を
全
社
に「
見
え
る
化
」

省
エ
ネ
に
向
かった

従
業
員
の
意
識
変
化岡山県岡山市南区妹尾 3349-1

TEL　086（282）5790
URL　http://www.edwin.co.jp/
設立●1999 年8月
従業員数● 40 名
業務内容●物流センター

株式会社エドウイン土地建物 岡山物流センター

株
式
会
社
エ
ド
ウ
イ
ン
土
地
建
物 

岡
山
物
流
セ
ン
タ
ー

作
業
工
程
の
見
直
し
と

従
業
員
の
意
識
変
化
が
結
実

売
上
増
で
も
経
費
は
減
少

削
減

削
減

大阪府大阪市生野区巽南 2-11-12
TEL　06（6757）5445
URL　http://www.toshin-i.co.jp/
設立●1976 年１月
従業員数● 25 名
業務内容●アルマイト加工、化学研磨加工等

東信工業 株式会社

東
信
工
業 

株
式
会
社

（2010年6月～2011年1月）

契約
電力

電　力
使用量

電　力
使用量16.7%
15kW

　

ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
ぼ
ー
や
株

式
会
社
は
創
業
以
来
20
年
以

上
に
わ
た
り
有
機
・
低
農
薬

野
菜
な
ど
の
食
品
を
中
心
に

日
用
品
も
扱
う
宅
配
事
業
の

パ
イ
オ
ニ
ア
。
全
国
７
つ
の

拠
点
で
約
10
万
世
帯
の
会
員

に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
創
業
当
初
か
ら
環

境
保
全
を
理
念
に
掲
げ
、
温

暖
化
防
止
の
「
打
ち
水
大
作

戦
」
な
ど
消
費
者
参
加
型
の

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も
多
数
行

う
。
こ
こ
大
阪
セ
ン
タ
ー
で

は
、
省
エ
ネ
推
進
リ
ー
ダ
ー

の
総
務
担
当
・
大
道
真
穂
美

さ
ん
を
中
心
に
意
欲
的
な
省

エ
ネ
活
動
も
展
開
中
だ
。

　
「
最
初
は
デ
マ
ン
ド
の
ピ

ー
ク
対
策
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
警
報
が
鳴
る
と
２
階
事

務
所
の
空
調
を
15
〜
30
分
ほ

ど
切
る
。
そ
れ
で
も
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
１
階
の
配

達
ド
ラ
イ
バ
ー
詰
所
に
連
絡

し
て
空
調
の
調
節
を
依
頼
し

ま
し
た
」（
同
氏
）

　

だ
が
、
酷
暑
の
中
で
空
調

を
切
る
の
は
、
働
く
ス
タ
ッ

フ
に
厳
し
い
状
況
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
。
当
初
は
反
発

も
あ
り
、
同
意
を
得
る
の
が

難
し
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
大
道
さ
ん
は

粘
り
強
く
省
エ
ネ
活
動
の
呼

び
掛
け
を
続
け
た
。
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
社
内
で
照
明
や
空
調
の

無
駄
づ
か
い
を
見
つ
け
る

と
、
自
ら
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
で

ス
タ
ッ
フ
に
一
声
掛
け
る
。

さ
ら
に
小
ま
め
な
節
電
を
求

め
る
文
言
も
入
れ
た
10
カ
条

の
心
掛
け
を
作
成
し
、
そ
れ

を
朝
礼
で
唱
和
す
る
こ
と
も

提
案
。
そ
う
し
た
省
エ
ネ
推

進
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
は
徐
々

に
浸
透
し
、
社
内
の
省
エ
ネ

意
識
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

翌
年
の
夏
に
は
契
約
電
力

30
㌔
㍗
削
減
。
当
初
あ
っ
た

反
発
の
声
も
今
は
省
エ
ネ
ア

イ
デ
ア
を
提
案
す
る
声
に
変

わ
っ
て
い
る
。

意
志
を
貫
き
、自
ら
行
動
│
│

省
エ
ネ
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
に

社
内
の
意
識
が
傾
い
た大阪府東大阪市加納6-6-15

TEL 0120-831-375
URL　http://corporate.radishbo-ya.co.jp/
設立●1988年 5月
従業員数●239名
業務内容●食品等の会員制戸別宅配サービス

らでぃっしゅぼーや株式会社 大阪センター

ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
ぼ
ー
や
株
式
会
社 

大
阪
セ
ン
タ
ー

（2010年1～12月と2008年同時期の比較）

削
減

削
減1.0%

30kW

増
設
で
電
力
使
用
の
増
加
必
至

そ
れ
で
も
成
果
を

導
い
た
省
エ
ネへの
挑
戦

　

２
０
１
０
年
５
月
に
生
産

部
門
の
す
べ
て
を
本
社
工
場

か
ら
川
尻
工
場
に
移
設
し
た

松
本
印
刷
株
式
会
社
。
静
岡

で
は
老
舗
の
印
刷
会
社
な
が

ら
、
歴
史
に
甘
え
る
こ
と
な

く
時
代
の
先
を
見
据
え
た
技

術
革
新
と
生
産
効
率
の
向
上

に
挑
み
続
け
る
企
業
だ
。

　

川
尻
工
場
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が

導
入
さ
れ
た
の
は
、
本
社
か

ら
の
部
門
移
転
が
実
施
さ
れ

る
前
の
２
０
０
９
年
８
月
。

省
エ
ネ
推
進
の
担
当
で
あ
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
・
プ
リ
プ
レ
ス
部
の
課
長
・

石
川
雅
彦
さ
ん
は
、「
夏
の

時
期
に
数
回
、
ピ
ー
ク
を
知

ら
せ
る
警
報
が
鳴
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
な
ら
、
し
っ
か
り

省
エ
ネ
ル
ー
ル
を
つ
く
れ
ば

対
応
可
能
」
と
考
え
た
。
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
充
電
時
間

を
ピ
ー
ク
か
ら
ず
ら
す
、
空

調
の
温
度
管
理
と
と
も
に
サ

ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
、

掲
示
板
に
一
日
の
電
力
使
用

量
グ
ラ
フ
を
貼
り
従
業
員
に

工
夫
を
促
す
な
ど
を
行
い
、

効
果
は
上
が
り
始
め
た
。

　

部
門
移
転
が
な
さ
れ
た
の

は
、
そ
ん
な
時
期
だ
っ
た
。

人
員
は
30
名
増
え
、
７
台
の

空
調
と
30
台
の
Ｐ
Ｃ
が
増
設

さ
れ
る
。
当
然
、
電
力
使
用

量
の
増
加
は
必
至
と
思
わ
れ

た
。
そ
れ
で
も
「
使
用
量
を

抑
え
、
契
約
電
力
を
上
げ
る

こ
と
な
く
夏
を
乗
り
切
り
た

い
。
そ
れ
は
新
た
な
挑
戦
で

し
た
ね
」
と
石
川
さ
ん
は
動

じ
な
か
っ
た
。
幸
い
移
設
し

た
事
業
部
も
環
境
意
識
が
高

く
川
尻
工
場
の
ル
ー
ル
に
協

力
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
イ

デ
ア
提
供
も
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
後
、
蛍
光
灯
の
間
引

き
、省
エ
ネ
機
器
へ
の
更
新
、

工
場
内
で
稼
働
停
止
で
き
る

機
器
の
選
定
な
ど
の
取
り
組

み
が
追
加
さ
れ
た
。
結
果
、

契
約
電
力
や
使
用
量
は
、
増

加
ど
こ
ろ
か
大
幅
な
削
減
が

達
成
で
き
た
。　

プリプレス部課長の石川雅彦さん。

静岡県榛原郡吉田町川尻1282
TEL　0548（32）9451
URL　http://www.m-print.co.jp/
設立● 1961 年 4月 / 従業員数●
川尻工場170名（グループ全体250
名）/業務内容●印刷物全般ほか

松本印刷株式会社 川尻工場

　

フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
の
リ

テ
イ
ル
部
門
と
し
て
、
全
国

に
約
７
０
０
店
の
ベ
ー
カ
リ

ー
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す
る
フ

ジ
パ
ン
ス
ト
ア
ー
株
式
会

社
。
こ
こ
千
駄
ヶ
谷
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
週
に
４
日
、
東

日
本
の
店
舗
か
ら
店
長
や
ス

タ
ッ
フ
が
集
ま
り
研
修
が
実

施
さ
れ
る
施
設
。

　

２
０
１
０
年
４
月
に
、
神

田
に
あ
る
関
東
本
部
と
同
セ

ン
タ
ー
の
２
カ
所
で
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
が
導
入
さ
れ
た
。
当
初
は

24
時
間
監
視
や
緊
急
時
の
自

動
通
報
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た

保
安
管
理
面
で
の
期
待
の
ほ

う
が
大
き
く
「
24
時
間
監
視

に
よ
り
、
毎
月
の
点
検
が
隔

月
で
済
み
、
点
検
料
が
安
く

な
る
の
も
魅
力
で
し
た
。
だ

か
ら
、
電
気
代
の
削
減
効
果

は
そ
れ
ほ
ど
期
待
し
て
は
い

な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
関
東

本
部
課
長
の
田
辺
英
明
さ
ん

は
話
す
。

　

だ
が
実
際
の
導
入
効
果
は

契
約
電
力
23
㌔
㍗
減
。
電
力

料
金
の
年
間
削
減
予
測
は
約

４
割
減
に
あ
た
る
40
万
円
弱

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
。

　

そ
れ
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
で

は
朝
の
見
回
り
点
検
を
行
い

な
が
ら
、
順
次
オ
ー
ブ
ン
や

ミ
キ
サ
ー
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
い
た
。
だ
が
、
予

熱
が
必
要
な
オ
ー
ブ
ン
を
除

け
ば
、
他
の
多
く
の
機
器

は
、
事
前
に
電
源
を
入
れ
る

必
要
は
な
い
。
各
機
器
の
起

動
電
力
が
重
な
る
こ
と
で
デ

マ
ン
ド
を
押
し
上
げ
て
い
た

の
だ
。

　
「
そ
ん
な
習
慣
も
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
モ
ニ
タ
で
使
用
状
況
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
は
モ
ニ
タ
を
見
な
が
ら
、

作
業
に
合
わ
せ
て
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各

機
器
の
使
用
電
力
量
が
ど
れ

く
ら
い
か
も
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
生
産

部
課
長
・
森
将
雄
さ
ん
）　

「
見
え
る
化
」
で
わ
か
っ
た

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を

押
し
上
げ
て
い
た
習
慣

東京都渋谷区千駄ヶ谷1-3-14
TEL　03（3479）7857
URL　http://www.fujipanstore.com/
設立●1966 年 2月
従業員数●1,182名
業務内容●パン製造販売

フジパンストアー　　千駄ヶ谷研修センター

4.7%

25.9%10.0%

10.4%

23kW

22kW32kW
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フ
ジ
パ
ン
ス
ト
ア
ー　
　

千
駄
ヶ
谷
研
修
セ
ン
タ
ー

　
「
地
球
環
境
保
全
に
向
け

た
安
心
・
安
全
な
ゴ
ル
フ
場

の
管
理
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
」。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を

訪
れ
る
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
定
取
得
を
示
す
看
板
が

出
迎
え
る
。
市
街
地
か
ら
わ

ず
か
５
分
の
場
所
に
あ
る
前

橋
ゴ
ル
フ
場
だ
。
会
員
制
で

は
な
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス

の
た
め
、
特
に
地
元
客
の
人

気
が
高
い
。
雄
大
な
赤
城
山

を
背
景
に
緑
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
施
設
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
環
境
規
格
を
認
証
取

得
す
る
た
め
、
電
力
デ
ー
タ

の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
だ

っ
た
か
ら
。
も
と
も
と
社
内

は
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
が
高

か
っ
た
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導

動
は
農
薬
散
布
量
の
削
減
。

農
薬
散
布
は
美
し
い
コ
ー
ス

を
保
つ
た
め
に
必
要
だ
が
、

そ
の
散
布
量
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
努
力
を
続
け
て
い

る
。
た
だ
農
薬
散
布
量
の
削

減
も
省
エ
ネ
活
動
も
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
い
分
野
だ
。

　
「
そ
れ
で
も
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
お

客
様
に
環
境
配
慮
の
ゴ
ル
フ

場
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
う
し
た
活
動
は
も
っ
と
や

り
や
す
く
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
」（
同
氏
）

お
客
様
に
環
境
配
慮
の

姿
勢
が
理
解
さ
れ
れ
ば

省
エ
ネ
活
動
は
し
や
す
く
な
る

群馬県前橋市川原町1-42-4
TEL　027（231）7575
URL　http://www.maebashi-golf.jp/
設立●1979 年10月
従業員数●53名
業務内容●ゴルフ場

ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　
　

前
橋
ゴ
ル
フ
場

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIA（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、群馬、東京、静岡、大阪、岡山、佐賀、沖縄の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

株式会社エドウイン土地建物 岡山物流センター

関東本部課長の田辺英明さん（左）
と生産部課長の森将雄さん。

専務取締役の小原晴義さん。

し
。
い
つ
も
同
じ
時
間
に
設

定
さ
れ
て
い
た
ア
ル
マ
イ
ト

処
理
ラ
イ
ン
を
動
か
す
タ
イ

マ
ー
を
廃
止
し
た
。
加
工
す

る
製
品
は
い
つ
も
同
じ
で
は

な
く
、
当
然
、
天
候
も
同
一

で
は
な
い
。
そ
う
し
た
変
化

を
考
慮
し
て
始
動
時
間
を
毎

日
調
整
す
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
暖
め
る
・
冷
や
す
・

洗
浄
す
る
と
い
う
後
工
程
に

は
、
電
気
、
燃
料
、
水
を
大

量
に
使
う
。
こ
の
後
処
理
の

工
程
を
前
処
理
と
同
日
で
は

な
く
、
で
き
る
だ
け
翌
日
に

回
す
よ
う
に
工
夫
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
複
数
の
工
程
管

　

大
阪
府
大
阪
市
の
東
信
工

業 

株
式
会
社
。
創
業
以
来

ア
ル
ミ
製
品
の
表
面
処
理
一

筋
に
取
り
組
み
、
多
品
種
、

小
ロ
ッ
ト
、
高
難
易
度
、
短

納
期
と
い
っ
た
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
の
澤
井
隆
宏

さ
ん
は
二
代
目
社
長
。
大
手

家
電
量
販
店
で
12
年
間
、
総

務
関
連
の
業
務
に
携
わ
り
、

２
０
０
６
年
、
現
職
に
。
社

長
就
任
後
、
最
初
に
着
手
し

た
の
は
経
費
の
見
直
し
だ
っ

た
。負
担
の
大
き
な
電
気
代
、

燃
料
費
、
水
道
代
を
削
減
し

て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
中

で
も
電
気
代
の
比
率
は
高

く
、
デ
マ
ン
ド
を
抑
制
す
る

こ
と
で
改
善
の
余
地
が
十
分

に
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

ま
ず
は
作
業
工
程
の
見
直

理
を
見
直
し
、
コ
ス
ト
削
減

の
成
果
が
出
始
め
た
。

　

す
る
と
こ
れ
に
刺
激
を
受

け
た
従
業
員
の
意
識
も
変
化

し
て
い
く
。
照
明
ス
イ
ッ
チ

の
小
ま
め
な
入
り
切
り
か

ら
、
空
調
に
頼
ら
ず
に
窓
の

開
閉
に
よ
っ
て
室
温
調
整
す

る
取
り
組
み
ま
で
全
従
業
員

に
高
い
省
エ
ネ
意
識
が
根
づ

い
て
い
っ
た
。

　

澤
井
さ
ん
が
社
長
就
任
し

て
か
ら
売
上
は
約
１
１
２
％

増
。
だ
が
、電
気
代
は
17
％
、

燃
料
費
は
29
％
、
水
道
代
は

14
％
と
そ
れ
ぞ
れ
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
。　

契約
電力

入
で
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴
る

よ
う
に
な
る
と
、
省
エ
ネ
に

対
す
る
心
構
え
が
一
層
引
き

締
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
サ

ー
ビ
ス
施
設
だ
け
に
利
用
者

の
快
適
性
を
第
一
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
警
報
が
鳴
る
の
は
た
い

て
い
お
客
様
の
い
る
時
間
帯

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
接
客
が

中
心
な
の
で
、
省
エ
ネ
は
、

事
務
ス
ペ
ー
ス
な
ど
お
客
様

か
ら
は
見
え
な
い
場
所
で
活

動
し
て
い
ま
す
」（
副
支
配

人
・
小
林
誠
さ
ん
）

　

省
エ
ネ
と
同
時
に
同
施
設

が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
活

（2010年6月～2010年8月）

（2009年1～12月と導入前年同時期の比較）（2010年1～12月と導入直後同時期の比較）

フジパンストアー 
千駄ヶ谷研修センター

松本印刷 川尻工場

エドウイン土地建物
岡山物流センター

東信工業

ニュー三和

ライジングプロモーション
前橋ゴルフ場

らでぃっしゅぼーや
大阪センター

ダイワ鈑金塗装工業

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

株
式

会
社 

株
式

会
社 

松
本
印
刷
株
式
会
社 

川
尻
工
場

ライジングプロモーション　　前橋ゴルフ場株式
会社

副支配人の小林誠さん。

総務担当の大道真穂美さん。

代表取締役の澤井隆宏さん。

物流部の山内哲哉さん。

削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

作
業
場
内
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ

（
右
下
囲
み
内
）
を
確
認
し
な
が

ら
、
各
機
器
の
電
源
を
入
れ
る
。

株式
会社

（2010年1月～2010年12月）

削
減

削
減

13kW

95kW

契約電力

契約電力

　

発
電
機
を
併
用

し
て
の
デ
マ
ン
ド

ピ
ー
ク
対
策
も
以

前
か
ら
行
っ
て
い

た
。
だ
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
導
入
後
に
電
気

使
用
量
や
デ
マ
ン

ド
の
詳
細
な
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
発
電



（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 夏季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
24
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

決められた排出削減量を超え
た削減分は、他の企業などに
売ることができる排出量取引
の制度は？

a
b
c
d

キャップ・アンド・トレード制度

ベースライン・アンド・クレジット

デイトレーディング制度

ドラフト会議トレード制度

Question
1

排出削減事業を実施した場合
と、しなかったときの排出量
の差をクレジットとして取引す
る方法を何という？

a
b
c
d

キャップ・アンド・トレード制度

ベースライン・アンド・クレジット

デイトレーディング制度

ドラフト会議トレード制度

Question
2

2011 年末に開催される気候
変動枠組条約第１7回締約国
会議（COP17）の開催地は、
次のうちどこ？

a
b
c
d

ポーランドのポズナニ

デンマークのコペンハーゲン

メキシコのカンクン

南アフリカのダーバン

Question
3

「都市と気候変動喫緊の課題」
では経済規模あたりの排出量
の低い都市が示された。上位
４位の正しい組み合わせは？

a
b
c
d

香港、パリ、サンパウロ、東京

マニラ、ホーチミン、ダッカ、ロンドン

天津、北京、上海、サンクトペテルブルク

東京、大阪、神戸、モスクワ

Question
4

温度計シール プレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、日本テクノ特製「温度計
シール」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2011 年 9 月 30 日（金）。当日消印まで有効。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0650 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 50 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  南の島は一年中夏。
②  地球は約７割が海で、残り
はコレ。

③  みつ豆にあんこをトッピン
グすると○○みつ。

⑤ ○○の葉、さ～らさら～♪
⑥  電気をつくることを○○○
ンという。

⑧ ビーチパラソルは○○浜で。

●ヨコのカギ●
①  カモメ、トンビ、スズメ……
ダチョウもコレ。

③  暑いと全身から吹き出ます。
④  日本国内でつくったもの。
⑦  もう少し冷ましてよ。これ
じゃあ、あ○○ぎ !!

⑨  今の季節は？
⑩   日本の美女は大和○○しこ。

　わが家の軒下にある朝顔のグリーンカーテンが成長して、おばあちゃんの背
丈を超えそうです。朝顔、ヘチマ、ゴーヤなどのグリーンカーテンは、今や病
院や学校、公民館などでも見られる夏の風物詩になりましたね。
　夏の暑さを和らげる手軽な手段には、すだれやよしずもあるけれど、それに
比べグリーンカーテンは、種をまき、お水をあげ──大切に育ててあげなくて
はいけないから大変ね。だけど、グリーンカーテンには、すだれ
にはない「蒸散作用」があって、より効果的に涼しさを感じるこ
とができるのよ。人が汗をかいて、体温を下げるように、植物も
地面からすった水分を、葉っぱから蒸発させて周囲の温度を下げ
てくれるの。
　ヘチマやゴーヤは、育った実も楽しみの
一つよね。皆さんも、グリーンカーテ
ンづくりに挑戦してみない？

● 水道の蛇口から出る水を“鉛筆1本”
の太さにして節水しています。

● 鍋の底の水はしっかり拭いてから火に
かけています。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記WEBサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… a
国際森林年

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… b
名古屋議定書

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… c
国連森林フォーラム

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… d
ラムサール条約

第二十五回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2011年 4月27日発行
第46号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
46
号
に
掲
載
さ
れ

た
東
日
本
大
震
災
関
連
の
記
事
か
ら
。

猫
の
で
ん
で
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
親
方

た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
。

い
う
気
持
ち
ら
し
い
」

　
「
そ
の
気
持
ち
は
見
習
う
べ
き
だ
。
震
災
で
故

障
し
た
電
気
設
備
も
多
い
。
俺
た
ち
は
俺
た
ち
の

で
き
る
こ
と
で
、
復
旧
復
興
の
協
力
を
し
よ
う
」

　

物
言
い
は
、
い
つ
も
の
ツ
バ
キ
を
飛
ば
す
よ
う

な
乱
暴
な
口
調
と
は
違
い
淡
々
と
し
て
い
た
。
そ

ん
な
話
し
方
が
で
き
る
の
か
と
吾
輩
は
驚
い
た
。

い
つ
も
そ
の
話
し
方
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
吾
輩
の

安
眠
も
保
た
れ
る
も
の
を
…
…
。
だ
が
、
口
調
は

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。

　

過
日
、
丸
ま
っ
て
午
睡
に
興
じ
て
い
た
吾
輩
の

鼻
先
に
、
書
物
が
ど
す
ん
っ
と
落
ち
て
き
た
。
俊

敏
な
吾
輩
は
た
だ
ち
に
飛
び
退
い
た
が
、
吾
輩
が

居
た
そ
の
場
所
に
も
、
豪
雨
の
よ
う
に
次
々
と
書

物
が
降
り
注
ぎ
、
床
に
積
も
っ
て
い
く
。
飛
び
退

い
た
先
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
だ
っ
た
が
、
そ
こ
も
上

下
左
右
に
が
た
が
た
動
き
、
安
定
し
な
い
。
再
び

床
に
着
地
し
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
吾
輩
は

様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
親
方
た
ち

は
不
在
で
、
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
た
と
き
に
は
、

部
屋
の
様
子
に
が
く
然
と
し
て
い
た
。

　

親
方
た
ち
に
よ
る
と
、
人
間
様
は
、
こ
の
地
震

に
よ
る
災
害
を
東
日
本
大
震
災
と
名
づ
け
た
よ
う

だ
。
そ
れ
か
ら
数
週
間
が
経
過
し
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
復
興
に
向
か
う
人
々
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
ふ
だ
ん
よ
り
ふ
さ
ぎ
気
味
の
親
方

た
ち
は
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

　
「
被
災
地
を
励
ま
そ
う
と
す
る
温
か
い
行
為
に

は
本
当
に
頭
が
下
が
る
」

　
「
多
く
の
外
国
人
が
日
本
か
ら
離
れ
よ
う
と
す

る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん

っ
て
い
う
日
本
文
学
の
研
究
者
は
、
こ
の
震
災
を

機
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
、
日
本
に
永
住
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
だ
。
長
い
間
、
驚
く
べ
き

親
切
さ
で
接
し
て
く
れ
た
日
本
人
へ
の
恩
返
し
と

吾
輩
も
親
方
た
ち
を

支
え
る
つ
も
り
で
あ
る

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
無
駄
な
電
気

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

─ ４ ─
　

お
客
様
や
上
司
か
ら
注

意
、
叱
責
さ
れ
る
と
、
あ
な

た
は
肯
定
思
考
と
否
定
思
考

ど
ち
ら
で
受
け
と
め
る
だ
ろ

う
か
。肯
定
思
考
で
あ
れ
ば
、

感
謝
し
て
素
直
に
受
け
と

め
、
改
め
る
こ
と
で
成
長
の

糧
に
で
き
る
。
だ
が
否
定
思

考
で
素
直
に
受
け
と
め
ず
、

他
に
責
任
転
嫁
し
た
り
言
い

訳
を
言
う
人
も
い
る
。
私
も

そ
の
よ
う
な
人
を
数
多
く
見

て
き
た
。

　

私
が
研
修
で
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
の
一
つ
が
、
参
加

者
の
否
定
思
考
を
肯
定
思
考

に
変
え
、
い
い
加
減
な
仕
事

に
対
す
る
取
り
組
み
を
本
気

の
取
り
組
み
に
変
え
る
こ
と

だ
。
そ
う
す
る
と
、
間
違
い

な
く
そ
の
人
は
企
業
人
と
し

て
成
長
を
始
め
て
い
く
。
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

で
あ
る
。

　

教
育
さ
れ
な
い
企
業
の
人

ほ
ど
、
少
し
叱
責
し
た
だ
け

で
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
で
き
ず
、
否
定
的
に
対
応

す
る
。
そ
の
よ
う
な
企
業
で

は
、社
員
が
「
で
き
ま
せ
ん
、

無
理
で
す
、
嫌
で
す
、
や
り

た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
平
然

と
上
司
に
言
う
。
さ
ら
に
上

司
も
部
下
を
容
認
す
る
と
い

う
甘
え
の
土
壌
が
で
き
て
い

る
。
こ
れ
で
は
社
員
を
鍛
え

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

松
下
幸
之
助
は
注
意
、
叱

責
に
つ
い
て
「
人
間
は
何
も

注
意
さ
れ
ず
、
叱
ら
れ
も
し

な
い
と
、
ど
う
し
て
も
物
の

見
方
や
考
え
方
が
甘
く
な

り
、
厳
し
い
努
力
を
怠
り
が

ち
に
な
る
。
や
は
り
叱
ら
れ

る
べ
き
と
き
に
は
厳
し
く
叱

ら
れ
、
そ
れ
を
素
直
に
受
け

入
れ
、
謙
虚
に
反
省
す
る
と

と
も
に
、
そ
こ
で
大
い
に
奮

起
し
、
自
ら
勉
励
し
て
い
っ

て
こ
そ
成
長
し
、
実
力
が
つ

く
」と
言
っ
て
い
る
。
注
意
、

叱
責
は
重
要
な
の
だ
。

　

こ
の
と
き
留
意
す
べ
き
点

は
職
場
の
全
員
に
共
通
す
る

価
値
観
が
あ
る
こ
と
だ
。
そ

れ
が
な
い
と
人
間
は
自
分
の

プ
ラ
イ
ド
が
傷
つ
け
ら
れ

た
、
恥
を
か
か
さ
れ
た
と
受

け
取
り
、
モ
ラ
ル
が
落
ち
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
く
な
る
。
共
通
の
価
値

観
と
は
、
注
意
、
叱
責
さ
れ

る
こ
と
は
自
分
の
成
長
の
た

め
と
肯
定
思
考
と
本
気
で
受

け
と
め
る
土
壌
の
あ
る
職
場

だ
。
こ
の
よ
う
な
職
場
だ
と

一
人
ひ
と
り
の
成
長
が
早
く

な
り
、
人
財
が
育
つ
の
だ
。

活
性
化
し
た
職
場
を
つ
く
る

た
め
に
は
肯
定
思
考
と
本
気

で
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が

基
本
と
も
い
え
る
の
だ
。

そ
れ
で
も
、
目
は
ど
の

親
方
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て

い
た
。
自
分
た
ち
が
な

ん
と
か
す
る
と
い
う
熱

意
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

輝
く
目
を
隠
し
持
っ

て
い
た
親
方
た
ち
。
吾

輩
は
、
こ
れ
か
ら
も
支

え
て
い
っ
て
や
る
よ
、

と
い
う
気
に
な
っ
た
。

特 製
温度計
シール

シールなのに
室温がわかる !!
これで空調を
控えめに。

肯
定
思
考
と
本
気
で
受
け
と
め
る

土
壌
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る

暑くて寝苦しい夜
に、ケーキなどを買
ったときについてくる
保冷剤を使い、クー
ラーは使用しないようにしています。
枕の上にタオルを敷き、その上に
保冷剤をいくつか並べ、もう１枚タ
オルをのせます。小さな保冷剤でも
数枚使うことで長時間冷たさが保た
れます。　　　（東京都・長谷さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

寄付金・技術者派遣で被災地支援

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
発
生
か
ら
３
日
後
の
３

月
14
日
、
日
本
テ
ク
ノ
は

売
上
の
一
部
を
被
災
地
へ

の
義
援
金
に
充
て
る
と
発

表
し
た
。
こ
の
時
点
で
は

３
月
の
売
上
件
数
に
応
じ

た
金
額
を
予
定
し
て
い
た

が
、
深
刻
な
被
害
状
況
を

考
慮
し
、
続
く
４
月
１
日

に
も
義
援
金
活
動
の
継
続

を
発
表
し
て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
、
３
月
11

日
〜
４
月
30
日
の
間
に
販

売
し
た「SMARTMETER 

ERIA

（
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

シ
リ
ー
ズ
含
む
）」
１
２

７
５
台
を
対
象
と
し
て

売
上
１
台
に
つ
き
３
０

０
０
円
を
充
当
。
集
め

ら
れ
た
金
額
は
義
援
金

と
し
て
被
災
地
へ
寄
付

さ
れ
る
。

　

一
方
、
地
震
の
翌
日

は
日
本
テ
ク
ノ
現
地
営

業
所
（
仙
台
、
郡
山
）

の
ス
タ
ッ
フ
が
顧
客
の

復
電
支
援
を
実
施
。
さ

ら
に
翌
週
末
に
は
、
全

国
か
ら
緊
急
要
請
で
集

め
ら
れ
た
作
業
チ
ー
ム

の
べ
10
班
（
電
気
管
理

技
術
者
を
核
と
す
る
復

電
支
援
班
）
も
現
地
に

派
遣
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ら
の
対

応
が
進
め
ら
れ

る
中
、
同
社
製

品
も
１
１
０
件

が
震
災
に
よ
り
故

障
と
判
明
。
同
社
で
は
、

追
加
支
援
策
と
し
て
総

額
１
億
円
超
に
あ
た
る

代
替
機
を
無
償
提
供
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
そ

の
設
置
工
事
費
に
つ
い

て
も
、
負
担
を
最
小
限

に
す
る
た
め
の
分
割
払

い
を
用
意
し
た
。

かりゆしでスーパークールビズ

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
震

災
復
興
に
取
り
組
む
日

本
で
企
業
と
し
て
何
が

で
き
る
か
を
真
摯
に
考

え
て
、
そ
れ
を
実
行
す

る
「ALL for JAPAN

」

活
動
を
展
開
中
だ
。

　

電
力
不
足
が
心
配
さ

れ
る
今
夏
は
、
国
を
あ

げ
て
取
り
組
む
15
％
節

電
に
貢
献
す
る
た
め
６

月
１
日
か
ら
夏
の

緊
急
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。
内
容

は
、「
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」

で
の
簡
単
設
定
サ
ー
ビ

ス
無
料
提
供
、
気
化
熱

式
冷
風
機
の
特
価
販
売
、

賞
品
提
供
が
あ
る
紹
介

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
３
つ
。

　

ま
た
、
７
月
上
旬
か

ら
は
全
国
の
営
業
担
当

者
が
、
沖
縄
の
正
装
で

あ
る
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア

を
着
用
し
て
営
業
を
行

う
。
歴
代
の
環
境
大
臣
も

推
奨
し
て
い
る
か
り
ゆ

し
。
省
エ
ネ
の
現
場
を
長

年
見
て
き
た
同
社
は
、
15

％
削
減
が
容
易
で
は
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
た

め
、
通
常
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

ウ
エ
ア
で
は
な
く
一
歩
先

の
か
り
ゆ
し
を
着
用
し
、

節
電
の
機
運
を
高
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
。

　
「
幸
せ
」「
縁
起
が
良
い
」

「
め
で
た
い
」
の
意
味
も

持
つ
、
か
り
ゆ
し
。
同
社

は
「
３
・
11
を
受
け
て
被

災
さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
少
し
で
も
世
の
中
が

明
る
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
省
エ
ネ
を
通
し
て

後
押
し
し
た
い
と
い
う
思

い
」
か
ら
、
か
り
ゆ
し
ウ

エ
ア
の
着
用
を
決
め
た
。 

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。
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